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図1　築地名苑真景草木虫魚図巻（以下「築地図巻」と略称する）　屋敷図部分　徳川美術館蔵

図2　築地図巻　江戸湾図部分

図3　築地図巻　草本部分



安藤香織　築地名苑真景草木虫魚図巻について

図4-1　築地図巻　メナダ部分 図4-2　築地図巻　メナダ部分

図5-1　木挽町御屋敷絵図　二枚のうち①　名古屋市蓬左文庫蔵

図5-2　木挽町御屋敷絵図　二枚のうち②　
　　　　名古屋市蓬左文庫蔵
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図8-1　築地図巻　アカメガシワ部分

図6　築地御屋敷之図　徳川林政史研究所蔵

図7　築地図巻　アミメキンセンガニ部分
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安藤香織　築地名苑真景草木虫魚図巻について

図9-1　築地図巻
　　　　ミンミンゼミ部分

図9-2　築地図巻
　　　　ミンミンゼミ部分

図8-2　築地図巻　キアゲハ部分

図10　築地図巻　昆虫部分



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

「
「

築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

安
　
藤
　
香
　
織

　

は　

じ　

め　

に

一　

「
品
概
要

二　

築
地
蔵
屋
敷
に
つ
い
て

　
「
一
「古
記
録
に
み
る
築
地
蔵
屋
敷

　
「
二
「絵
図
に
み
る
築
地
蔵
屋
敷

　
「
三
「変
遷
「
「
「

三　

実
景
図
部
分
「
特
徴

四　

写
生
図
部
分
「
特
徴

「　

製
「
背
景

　

お　

わ　

り　

に

は　

じ　

め　

に

徳
川
美
術
館
蔵
「
築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
「「
「
「
「「
「
品
「
「
「
称
す
る
「は
「

外
題
に
「
築
地
名
苑
真
景
艸
木
虫
魚
冩
生
「
「
あ
る
「
お
り
「
木
挽
町
築
地
に
所
在
し

た
尾
張
徳
川
家「
「
「
「「
尾
張
家
「
「
「
称
す
る
「「
蔵
屋
敷「
「
「
「「
築
地
蔵
屋
敷
「
「
「

称
す
る
「「
実
景
図
を
巻
頭
「
巻
末
に
配
し
「
そ
「
間
に
植
物
・
昆
虫
・
魚
介
類
「
写

生
図
を
収
め
た
紙
「
著
色
「
画
巻
で
あ
る
。

先
行
研
究
「
し
て
「
徳
川
美
術
館
常
設
展
に
お
い
て
概
要
が
紹
介
さ
れ
「
博
物
学
的

関
心
か
ら
製
「
さ
れ
た
「
品
「
し
て
製
「
年
代
を
「
九
世
紀
「
さ
れ
た
「
ち
「
特
別
展

「
江
戸
「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
大
名
庭
園
「
で
は
「
大
名
庭
園
に
お
け
る
植
物
「
栽
培
「
「

江
戸
時
代
後
期
「
植
物
学
に
対
す
る
関
心
「
高
ま
り
「
な
か
に
「
品
が
捉
え
ら
れ
た
。

河
田
昌
之
氏
は
「「
特
定
「
地
域
を
対
象
に
し
た
真
景
図
「
動
植
物
図
巻
「
性
格
を
兼

ね
備
え
た
内
容
を
持
ち
「
大
名
に
よ
る
動
植
物
を
対
象
に
し
た
研
究
活
動
「
実
態
や
殖

産
興
業
へ
「
関
心
を
知
る
こ
「
が
で
き
る
「
「
し
た
上
で
「
「
者
に
つ
い
て
「「
巻
末

「
河
口
付
近
に
描
か
れ
た
南
画
風
「
樹
木
な
ど
か
ら
尾
張
家
に
関
わ
る
御
用
絵
師
で
写

生
図
に
「
じ
た
文
人
画
家
が
想
定
で
き
「
る
こ
「
を
指
摘
し
た
。
吉
川
美
穂
氏
は
「
江

戸
時
代
後
期
「
尾
張
家
で
は
「
同
家
九
代
宗
睦「
一
七
三
二
〜
九
九
「「
代
か
ら
幕
末
に

至
る
ま
で
庭
園
に
関
す
る
絵
画
「
品
が
確
認
で
き
る
こ
「
を
述
べ
「
庭
園
は
大
名
「
最

も
身
近
に
あ
っ
た
自
然
で
あ
り
「
庭
園
に
生
息
す
る
動
植
物
を
庭
園
図
「
「
も
に
描
い

「
1
「

「
2
「



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

「
六

た
「
品
に
は
大
名
「
自
然
へ
「
関
心
を
如
実
に
窺
え
る
「
し
た
。
ま
た
写
生
図
に
み
ら

れ
る
描
写
は
博
物
図
譜
「
い
う
べ
き
写
実
性
を
も
っ
て
お
り
「
当
時
「
博
物
学
的
関
心

か
ら
製
「
さ
れ
た
「
考
え
ら
れ
る
「
指
摘
し
た
。

「
品
「
根
底
に
自
然
へ
「
関
心
が
あ
り
「
そ
「
製
「
に
は
尾
張
家
に
関
わ
る
絵
師
が

携
わ
っ
た
こ
「
に
異
論
は
な
い
が
「
議
論
「
前
提
「
し
て
「
こ
れ
ま
で
「
品
全
体
が
紹

介
さ
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
「
を
踏
ま
え
「
「
稿
で
は
「
品
「
全
体
像
を
提
示
す
る

こ
「
を
第
一
「
「
す
る
。
大
名
「
庭
園
を
描
い
た
実
景
図
に
は
一
定
数
「
遺
例
が
あ

り
「
大
名
「
関
わ
る
多
様
な
博
物
図
譜
も
世
に
知
ら
れ
る
な
か
で
「
大
名
屋
敷
「
実
景

図
「
そ
こ
に
生
息
し
た
「
思
わ
れ
る
生
物
「
写
生
図
を
一
つ
「
「
品
「
し
て
ま
「
め
た

構
成
は
「
管
見
で
は
類
例
が
な
い
。
実
景
図
「
簡
素
な
が
ら
的
確
な
筆
致
「
写
生
図
「

精
彩
に
富
む
描
写
も
見
所
で
あ
り
「
「
品
を
通
覧
す
る
こ
「
は
「
絵
画
史
学
は
も
ち
ろ

ん
「
歴
史
学
や
自
然
科
学
も
含
む
多
く
「
研
究
「
今
後
「
展
開
に
つ
な
が
る
「
期
待
さ

れ
る
。

加
え
て
「
こ
れ
ま
で
外
題
を
論
拠
「
し
て
「
品
が
築
地
蔵
屋
敷
を
描
い
た
図
で
あ
る

「
さ
れ
て
き
た
が
「
改
め
て
築
地
蔵
屋
敷
に
関
わ
る
資
料
を
概
観
し
「
こ
れ
を
確
認
・

補
強
し
た
い
。
築
地
蔵
屋
敷
は
「
明
暦
三
年「
一
六
「
七
「「
大
火
「
あ
「
「
被
災
し
た

「
丁
堀
蔵
屋
敷
に
代
え
て
拝
領
し
た
屋
敷
で
あ
る
。
こ
「
大
火
後
「
大
名
家
は
江
戸
に

複
数
「
屋
敷
を
所
持
す
る
よ
う
に
な
り
「
上
屋
敷
・
中
屋
敷
・
「
屋
敷
・
蔵
屋
敷
な
ど

機
能
別
に
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
尾
張
家
に
お
い
て
も
多
数
「
屋
敷
が
営
ま
れ
「
な
か

で
も
当
主
「
居
屋
敷
で
あ
る
市
ヶ
谷
上
屋
敷
「
世
子
「
住
居
で
あ
る
麴
町
中
屋
敷
「
避

難
所
ま
た
は
別
邸
で
あ
る
戸
「
「
屋
敷
が
中
核
「
な
っ
た
。
こ
「
三
屋
敷
に
つ
い
て
は

絵
図
「
ほ
か
古
記
録
・
古
文
書
「
関
連
す
る
文
学
・
絵
画
「
品
な
ど
も
多
く
残
さ
れ
て

お
り
「
そ
れ
ら
「
重
層
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
「
築
地
蔵
屋
敷
は
関
連
資

料
に
乏
し
く
「
発
掘
調
査
も
実
施
さ
れ
て
い
な
い
た
め
か
「
安
藤
菊
二
氏
に
よ
る
要
「

「
3
「

「
4
「

が
唯
一
提
示
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。

「
稿
で
は
「
「
品
「
概
要
を
確
認
し
た
「
ち
「
ま
ず
記
録
や
絵
図
か
ら
築
地
蔵
屋
敷

を
概
説
し
て
「
品
を
理
解
す
る
素
地
「
な
し
「
そ
「
上
で
「
品
「
実
景
図
部
分
・
写
生

図
部
分
に
そ
れ
ぞ
れ
注
目
し
て
特
性
を
述
べ
「
「
品
「
特
徴
的
な
構
成
が
創
り
出
さ
れ

た
背
景
へ
「
論
を
進
め
た
い
。

一　

作
品
概
要

「
品
は
巻
子
装
で
「
紙
「
著
色
「
一
巻
か
ら
な
る
。
表
紙
は
茶
地
花
鳥
文
緞
子
「
外

題
は
金
「
箔
散
地
に
「
築
地
名
苑
真
景
艸
木
虫
魚
冩
生
「
「
墨
書
が
あ
る
。
小
口
を
金

箔
押
し
「
見
返
は
「
箔
散
「
す
る
。
軸
首
は
木
製
独
楽
彫
「
巻
紐
は
紫
色
で
あ
る
。

法
量
は
縦
二
七
・
六
糎
「
全
「
九
二
〇
・
二
糎
「
「
紙
は
七
枚
継
ぎ
で
各
紙
「
も
「

一
一
「
・
一
〜
「
糎
な
い
し
一
三
四
・
一
糎
か
ら
な
り
「
「
紙
「
は
計
「
六
〇
・
一
糎

で
あ
る
。
箱
は
桐
二
方
桟
蓋
造
で
「
蓋
表
に
外
題
「
同
筆
で
「
築
地
名
苑
真
景
艸
木
虫

魚
冩
生
御
巻
物
「
「
墨
書
が
あ
り
「
蓋
裏
に
「
九
「
四
番
「「
二
番
拾
九
番
「「
二
番
上

「
番
改
「「
人
「
号
「「
傍
線
部
は
朱
書
を
示
す
「
「
「
同
「「
貼
札
が
あ
る
。

内
容
は
「
巻
頭
に
江
戸
湾
側
か
ら
築
地
蔵
屋
敷
を
望
む
図「
挿
図
1
「
図
1
「
「
「
「

「
屋
敷
図
「
「
「
称
す
る
「「
巻
末
に
築
地
蔵
屋
敷
側
か
ら
江
戸
湾
を
望
む
図「
挿
図
1
「
「

「
「「
江
戸
湾
図
「
「
「
称
す
る
「が
置
か
れ
る
。
い
ず
れ
「
図
に
も
「
場
所
を
特
定
す
る

よ
う
な
墨
書
・
貼
札
な
ど
は
な
い
。
こ
れ
ら
「
実
景
図
「
間
に
「
写
生
図
が
配
さ
れ
る

「
挿
図
1
「。
写
生
図
は
植
物
「
う
ち
樹
木
で
な
い
「
い
わ
ゆ
る
草
「
か
ら
は
じ
ま
る
。

草
「
二
「
九
図
「
菌
類
一
図
「
続
い
て
木
「「
樹
木
類
「が
「
一
図
「
昆
虫
類
が
「
「
図
「

最
後
に
甲
殻
類
・
魚
類
が
二
「
七
図
描
か
れ
る
。
部
分
図
や
解
剖
図
は
用
い
ら
れ
ず
「

同
種
「
雌
雄
が
一
図
ず
つ
描
か
れ
る
な
ど
一
部
「
例
外
を
除
い
て
「
基
「
的
に
一
種
に

「
5
「



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

「
七

つ
き
一
図
が
採
録
さ
れ
る
。
ま
た
各
生
物
は
「
単
独
で
描
か
れ
る
場
合
「
「
複
数
「
個

体
が
有
機
的
に
重
な
り
合
っ
て
描
か
れ
る
場
合
が
あ
る
。
い
ず
れ
「
図
に
も
種
別
な
ど

を
示
す
墨
書
・
貼
札
は
な
い
。
内
容
を
「
紙
ご
「
に
み
て
み
る
「
「
第
一
紙
に
屋
敷
図

「
写
生
図
「
う
ち
草
「
・
菌
類
「
第
二
紙
に
草
「
・
木
「
「
第
三
・
四
紙
に
木
「
「
第

「
紙
に
昆
虫
類
「
甲
殻
類
「
第
六
紙
に
甲
殻
類
・
魚
類
「
第
七
紙
目
に
江
戸
湾
図
が
描

か
れ
る
。
各
生
物
「
分
類
は
「
紙
ご
「
に
お
お
よ
そ
ま
「
め
ら
れ
て
お
り
「
全
体
「
構

成
に
紙
継
ぎ
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
「
が
わ
か
る
。

描
写
・
彩
色
に
つ
い
て
は
「
実
景
図
は
い
ず
れ
も
淡
墨
「
線
描
を
主
体
「
し
「
近
景

は
も
ち
ろ
ん
遠
景
に
も
部
分
的
に
濃
い
墨
色
を
用
い
て
ア
ク
セ
ン
ト
「
し
た
上
「
淡
彩

が
施
さ
れ
る「
図
1
・
2
「。
全
体
に
筆
致
は
簡
潔
な
が
ら
遠
景
ま
で
細
部
を
入
念
に
描

い
て
お
り
「
後
述
す
る
通
り
「
実
景
を
的
確
に
描
写
し
て
い
る
「
思
わ
れ
る
。
写
生
図

は
線
描
を
生
か
し
て
彩
色
さ
れ
る
が
「
植
物
で
は
没
骨
法
で
描
か
れ
て
い
る
部
分
も
あ

る「
図
3
「。
賦
彩
は
実
景
図
に
比
し
て
濃
く
鮮
や
か
で
あ
り
「
一
部
に
金
銀
泥
も
使
用

さ
れ
る「
図
4
「。

落
款
印
章
は
な
く
「
明
確
な
製
「
者
・
製
「
年
代
は
未
詳
で
あ
る
。

「
品
「
「
来
に
つ
い
て
は
「
江
戸
時
代
「
来
「
尾
張
家
で
使
用
さ
れ
て
き
た
什
宝

「
管
理
台
帳「
「
「
「「
蔵
帳
「
「
呼
称
す
る
「が
参
考
に
な
る
。
管
見
「
限
り
に
よ
れ
ば
「

「
品
「
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
最
初
「
蔵
帳
は
「
明
治
元
辰
年
東
京
廻　

御
手
鑑　

御

巻
物　

雑
図
類　

書
抜　

三
冊
之
内　

御
道
具
掛
「「
「
「
「
ａ
「
明
治
元
年
東
京
廻
書
抜
「

「
「
称
す
る
「で
あ
り
「
残
念
な
が
ら
江
戸
時
代
に
遡
る
記
録
は
な
い
。

ａ
「
明
治
元
年
東
京
廻
書
抜
「
は
「
各
種
帳
面
・
蔵
帳
を
合
綴
し
た
「
御
什
器
ニ
関

ス
ル
参
考
書
類
「「
什
器
古
帳
四
「
三
号
「三
冊
「
う
ち
に
収
録
さ
れ
る
「
手
鑑
・
巻
物
・

絵
図
な
ど
「
目
録
で
あ
り
「
江
戸
表
で
管
理
さ
れ
て
い
た
道
具
が
「
江
戸
時
代
末
期
か

ら
明
治
時
代
初
期
に
か
け
て
名
古
屋
へ
移
管
さ
れ
た
「
ち
「
番
立
て
を
改
め
る
前
に
編

纂
さ
れ
た
「
み
ら
れ
る
。
「
品
に
つ
い
て
は
次
「
よ
う
に
記
録
さ
れ
る
。

　
　
　
　

「
「
一
番　
　
　
　
　
　
　
　

箱
入

　

御
側
上
り　

一　

築
地
名
園
真
景
艸
木
虫
魚
写
生　

壱
巻　
　
「「

付
箋
「

大
納
言
様
御
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巳
六
月
「

「
巳
六
月
「
は
「
目
録
「
編
纂
さ
れ
た
翌
年
「
明
治
二
年「
一
「
六
九
「を
指
す
「
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
「
時
「
大
納
言
で
あ
る
「
は
尾
張
家
「
四
代
慶
勝「
一
「
二
四
〜

「
三
「で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
尾
張
家
に
お
け
る
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
初
年

に
か
け
て
行
わ
れ
た
什
宝
整
理
を
契
機
に
「
当
時
「
当
主
・
「
六
代
「
宜「
一
「
「
「
〜

七
「
「「
後
見
を
し
て
い
た
慶
勝
に
よ
り
「
品
が
見
出
さ
れ
「
御
側
御
道
具
に
さ
れ
た
「

わ
か
る
。
そ
「
後
「
明
治
六
年
に
は
名
古
屋
か
ら
東
京
へ
「
度
移
管
さ
れ
て
い
る
。

二　

築
地
蔵
屋
敷
に
つ
い
て

「
一
「古
記
録
に
み
る
築
地
蔵
屋
敷

ま
ず
は
先
行
研
究
で
あ
る
安
藤
菊
二
氏
「
論
考
を
含
め
「
古
記
録
を
手
掛
か
り
に
「

築
地
蔵
屋
敷
「
概
要
を
述
べ
て
い
く
。

尾
張
家
は
も
「
は
「
丁
堀
に
蔵
屋
敷
を
所
持
し
て
い
た
が
「
明
暦
三
年「
一
六
「
七
「

正
月
「
大
火
に
よ
り
類
焼
し
た
。
そ
れ
に
替
え
て
同
年
「
月
二
「
七
日
「
木
挽
町
築

地
に
屋
敷
地
を
拝
領
し
「
「
後
「
明
治
三
年「
一
「
七
〇
「四
月
二
「
九
日
「
上
地
ま

で
「
尾
張
家
蔵
屋
敷
「
し
て
用
い
た
。
敷
地
は
「
拝
領
時
に
は
「
内
堀
際
南
北
石
垣

通
り
ま
で
「
で
「
数
年
で
さ
ら
に
拝
領
し
て
南
方
「
「
間
御
水
門
「
ま
で
築
き
立
て
「

二
万
七
千
二
百
「
「
「
坪
「
な
っ
た
「
い
う
。
万
治
三
年「
一
六
六
〇
「末
頃
成
立
「
さ

「
6
「

「
7
「

「
8
「

「
9
「

「
10
「



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

「
「

27 24 22 21

29 26 25 23

35 34 33

第一紙屋敷図14

2 挿図1　築地図巻　全図　徳川美術館蔵（画像上下の算用数字は表1の仮番号を示す）



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

「
九

第三紙

31 29

32 30 28

38 37 36 第四紙

20 19 18 第二紙 1368911121415 417

257101316



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

九
〇

86第七紙江戸湾図

8485

第六紙 66 6365

646769

7170 72

第五紙

43

44 45 41 40 39



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

九
一

7881808283 73

7475767779 68

4247485154565862

464950535257 556059 4461



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

九
二

進
ぜ
ら
れ
「
将
軍
家
へ
「
献
上
品
に
さ
れ
る
こ
「
も
あ
っ
た
「
わ
か
る
。

「
上
「
用
途
に
加
え
「
江
戸
時
代
末
期
に
は
築
地
蔵
屋
敷
が
軍
備
強
化
に
も
役
立
て

ら
れ
た
。
尾
張
家
「
四
代
慶
勝
が
編
纂
し
た
「
諸
品
新
聞
書
「「
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
「

に
は
「
「
間
橋
を
含
む
江
戸
湾
側
「
石
垣
周
辺
「
部
分
図
が
貼
り
込
ま
れ
て
お
り
「
「

挺
「
筒
を
新
調
し
「
砲
台
を
設
置
し
よ
う
「
す
る
旨
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
成
立
時
期

は
未
詳
だ
が
「
嘉
永
六
年「
一
「
「
三
「「
ペ
リ
ー
艦
隊
来
航
「
後
「
諸
藩
に
適
宜
砲
台

「
設
置
が
命
じ
ら
れ
た
た
め
「
こ
「
頃
「
図
「
推
察
さ
れ
る
。

屋
敷
内
「
構
造
・
建
造
物
に
つ
い
て
「「
江
戸
御
屋
敷
便
覧
「
に
よ
る
「
「
拝
領
「

頃
か
ら
「
内
堀
「「
石
垣
「「
「
間
御
水
門
「
「
記
述
が
あ
り
「
ま
た
延
宝
「
年「
一
六
「
〇
「

「
大
風
で
倒
壊
し
た
「
御
殿
「「
寛
保
元
年
完
成
「
「
御
茶
屋
「「
御
大
「
御
「
持
四

棹
を
納
め
て
い
た
「
証
文
蔵
「「「
御
蔵
「
六
棟
「
貞
享
二
年「
一
六
「
「
「完
成
「
「
竹

腰
「
城
守
米
蔵
「
一
棟
「
享
保
六
年
完
成
「
「
成
瀬
隼
人
守
米
蔵
「
一
棟
「
ほ
か
に

畑
や
上
水
道
・
井
戸
な
ど
「
施
設
が
あ
っ
た
こ
「
が
わ
か
る
。
そ
「
後
「
安
政
二
年

「
一
「
「
「
「「
大
地
震
に
際
し
て
尾
張
家
か
ら
提
出
し
た
被
害
報
告
に
は
「「
茶
屋
「

「
土
蔵
「「
「
屋
「「
門
「「
稽
古
小
屋
「「
高
塀
板
塀
「「
矢
来
「「
船
小
屋
「「
辻
番
所
「

「
番
屋
「「
物
置
「「
橋
「「
井
戸
「「
石
垣
「な
ど
「
被
害
が
箇
条
書
き
で
報
告
さ
れ
て
お
り
「

各
建
造
物
「
存
在
が
確
認
で
き
る
。
な
お
「「
橋
「
に
つ
い
て
は
「
橋
刎
木
「
「
損
害
も

記
さ
れ
て
い
る
こ
「
か
ら
「
後
に
述
べ
る
よ
う
に
刎
橋
で
あ
る
こ
「
が
判
明
す
る
。

ほ
か
に
災
害
「
記
録
「
し
て
「
元
禄
「
年「
一
六
九
「
「「
二
月
・
天
明
四
年「
一
七
「
四
「

「
二
月
・
文
政
「
二
年「
一
「
二
九
「三
月
「
火
災
が
史
料
に
残
さ
れ
て
い
る
。

「
二
「絵
図
に
み
る
築
地
蔵
屋
敷

次
に
「
絵
図
二
例
に
よ
っ
て
建
造
物
「
配
置
や
「
時
期
的
な
特
徴
を
み
て
い
き
た

い
。

「
15
「「

16
「

「
17
「

「
18
「

「
19
「

れ
る
「
江
戸
大
絵
図
「「
香
川
県
立
ミ
ュ
―
ジ
ア
ム
蔵
「で
は
未
だ
敷
地
は
狭
い
た
め
「
こ

「
後
に
築
き
立
て
ら
れ
た
「
だ
ろ
う
。
そ
「
後
「
宝
永
四
年「
一
七
〇
七
「「
上
地
に

よ
り
二
万
四
千
六
百
「
「
一
坪
「
な
る
が
「
寛
保
二
年「
一
七
四
二
「に
は
浜
通
り
に

三
千
七
百
「
「
四
坪
を
拝
領
し
て
総
計
二
万
「
千
四
百
六
「
「
坪
に
な
っ
た
。

築
地
蔵
屋
敷
は
「
は
じ
め
木
挽
町
築
地
「
「
築
地
「
を
省
「
し
て
「
木
挽
町
御
屋
敷
「

「
呼
称
さ
れ
「
木
挽
町
御
屋
敷
奉
行
が
統
括
し
て
い
た
。
寛
政
「
年「
一
七
九
三
「に
「
江

戸
木
挽
町
邸
を
改
め
「
築
地
邸
「
「
称
さ
れ
る
こ
「
に
な
り
「
同
「
二
年
か
ら
慶
応
四

年「
一
「
六
「
「に
か
け
て
は
「
築
地
御
屋
敷
奉
行
「
「
役
職
名
が
継
続
し
て
確
認
で
き

る
。
な
お
築
地
蔵
屋
敷
に
は
御
蔵
奉
行
も
置
か
れ
た
が
「
享
保
「
一
年「
一
七
二
六
「に

は
廃
さ
れ
「
「
後
「
尾
張
「
御
蔵
奉
行
が
交
代
で
江
戸
詰
に
任
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。築

地
蔵
屋
敷
「
主
た
る
用
途
は
「
江
戸
・
尾
張
間
「
運
送
品
「
積
み
「
ろ
し
「
米
穀
・

材
木
「
貯
蔵
「
国
許
か
ら
「
産
物
「
取
り
捌
き
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
次
に
取
り
上
げ
る

絵
図
Ｂ
「
築
地
御
屋
敷
図
「
に
米
取
扱
所
や
材
木
置
場
が
あ
る
こ
「
か
ら
も
わ
か
る
。

米
取
引
に
つ
い
て
は
「
江
戸
へ
廻
送
し
て
き
た
米
穀
「
一
部
を
「
「
手
を
使
用
し
て
売

り
払
い
始
め
た
文
政
六
年「
一
「
二
三
「か
ら
同
「
二
年
ま
で
「
築
地
蔵
屋
敷
が
取
引
「

舞
台
で
あ
っ
た
こ
「
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
築
地
蔵
屋
敷
は
「
藩
主
「
遊
興
「
場
「
し
て
も
機
能
し
て
い
た
。
「
「
世
紀
中

期
「
降
に
成
立
し
た
「
江
戸
御
屋
敷
便
覧
「「
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
「に
は
「
屋
敷
内
「

畑
に
つ
い
て
「「
「
六
坪
余
り「
年
貢
に
し
て
銀
三
匁
「
厘
分
「は
当
主
「
在
府
中
に
は「
鴨

打
場
「
「
な
る
「
記
さ
れ
て
お
り
「
築
地
蔵
屋
敷
が
鴨
場
「
し
て
も
使
用
さ
れ
た
「
わ

か
る
。
ま
た
当
主
に
近
侍
す
る
御
小
納
戸
方
「
記
録
「
江
戸
御
小
納
戸
日
記
「「
徳
川
林

政
史
研
究
所
蔵
「か
ら
は
「
藩
主
や
そ
「
家
族
に
よ
る
御
成
が
あ
っ
た
「
知
ら
れ
「
夏
季

に
は
築
地
蔵
屋
敷
で
漁
猟
を
行
な
い
「
獲
っ
た
魚
は
尾
張
家
「
縁
者
や
懇
意
「
人
物
に

「
11
「

「
12
「

「
13
「

「
14
「



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

九
三

Ａ
「
木
挽
町
御
屋
敷
絵
図
「「
図
5
「
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「

屋
敷
南
東
部
「
「
海
水
が
出
入
り
す
る
汐
入
「
舟
溜「
「
「
「
用
途
「
変
化
に
関
わ
ら

ず
便
宜
的
に
「
舟
溜
「
「
呼
称
す
る
「部
分
を
扱
っ
た
絵
図
二
枚
で
あ
る
。
法
量
は
①
縦

六
三
・
二
糎
「
横
一
〇
九
・
〇
糎「
図
5
─

1
「「
②
縦
二
七
・
「
糎
「
横
四
一
・
〇
糎「
図

5
─

2
「で
あ
る
。
①
に
は
「
小
川
重
平
治
ゟ
来
候
絵
図
「
「
墨
書
さ
れ
た
貼
紙
が
あ
り
「

小
川
重
平
治
は
「
文
政
三
年「
一
「
二
〇
「「
月
二
「
四
日
か
ら
天
保
三
年「
一
「
三
二
「

四
月
二
「
二
日
ま
で
築
地
御
屋
敷
奉
行
を
務
め
て
い
る
こ
「
か
ら
「
こ
「
間
に
重
平
治

よ
り
藩
へ
提
出
さ
れ
た
図
「
推
定
さ
れ
る
。
舟
溜
北
側
に
黄
「
点
描
を
打
ち
「
葭
は

え
「
「
示
さ
れ
た
区
域
「
う
ち
「「
堤
「
を
隔
て
て
「
「
九
拾
一
間
余
「「
約
一
六
六
米
「「

幅
「
四
間
「
な
い
し
「
「
間
「「
約
七
・
三
〜
九
・
一
米
「が
囲
わ
れ
「
此
所
堀
割
「
「
貼

紙
が
あ
り
「
同
様
「
法
量
に
「
深
六
尺
「「
約
一
・
「
米
「を
加
え
た
貼
紙
が
付
さ
れ
る
。

ま
た
赤
い
紙
紐
で
示
さ
れ
た
場
所
に
は
「
此
桃
色
紙
之
通
り
土
居
形
ニ
堀
土
上
ケ
候
而

可
然
奉
存
候
「「
あ
り
「掘
っ
た
土
を
土
居
形
に
盛
り
上
げ
る
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
上
か
ら
「
「
図
は
舟
溜
「
北
に
堀
を
掘
削
す
る
計
画
書
で
あ
る
「
わ
か
る
。

②
は
「
木
挽
町
御
屋
敷
之
内
「
「
墨
書
が
あ
り
「
①
「
同
様
に
舟
溜
「
部
分
「
み
図

示
さ
れ
る
。
①
「
掘
削
予
定
地
が
朱
線
で
囲
わ
れ
「
周
囲
に
①
「
同
様
「
「
さ
「
幅
「

中
に
深
さ
「
「
当
時
葭
生
之
場
所
「「
凡
坪
数
四
百
「
四
坪
「
「
い
う
墨
書
が
あ
る
。

こ
こ
に
「
同
様
「
法
量
「
「
も
に
「
但
土
退
ケ
候
所
迄
拾
間
程　

此
代
何
程
「
「
墨
書

さ
れ
た
貼
紙
が
付
さ
れ
て
お
り
「
堀
掘
削
「
代
金
を
尋
ね
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
こ
「

か
ら
「
計
画
段
階
「
①
「
付
図
「
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
掘
削
「
目
的
は
未
詳
で
あ

る
。二

図
を
同
時
期
「
成
立
「
み
て
建
造
物
を
追
っ
て
い
く
「
「
舟
溜
「
東
側
に
は
江

戸
湾
に
面
し
た
船
「
出
入
り
口
が
あ
り
「「
「
間
橋
「「
①
②
「
も
墨
書
あ
り
。
「
間
は
約

「
四
・
「
米
「が
架
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
屋
敷
南
側
に
は
水
路
を
隔
て
て
将
軍
家
「
浜

御
殿
が
あ
り
「こ
「
水
路
へ
「
出
入
り
口
に
は
「
六
間
橋
「「
②
「が
架
け
ら
れ
て
い
る
。

二
図
が
「
成
さ
れ
た
時
「
②
に
「
御
す
あ
ま
「
内
「
「
あ
る
よ
う
に
舟
溜
は
か
な
り
干

上
が
っ
た
状
態
で
「
①
で
は
周
縁
部
に
薄
墨
が
掃
か
れ
「
埋
り
「
「
貼
紙
が
あ
る
。
一

部
に
「
み
よ
通
り
「
「
貼
紙
が
あ
り
「「
み
よ
「
「
は
「
澪み

を

「
「
転
訛
「
み
ら
れ
「
辛

う
じ
て
船
「
通
れ
る
深
み
が
残
さ
れ
て
い
た
「
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
盛
土
「
予
定
地
は

「
竹
藪
「「
植
込
「
「
あ
り
「「
畑
「
が
「
ら
れ
「
む
さ
し
御
「
屋
「
な
る
「
屋
が
あ
っ

た
こ
「
も
判
明
す
る
。

Ｂ
「
築
地
御
屋
敷
之
図
「「
図
6
「
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
「

築
地
蔵
屋
敷
全
体
を
扱
っ
た
絵
図
で
「
法
量
は
縦
三
七
・
〇
糎
「
横
「
三
・
七
糎
「

尾
張
藩
大
道
寺
家
「
用
人
・
水
野
正
信
「
旧
蔵
で
あ
る
。
建
造
物
な
ど
は
図
示
さ
れ
「

樹
木
は
絵
で
表
さ
れ
て
舟
溜
や
草
叢
「
「
も
に
彩
色
が
施
さ
れ
る
。
築
地
蔵
屋
敷
は
北

西
か
ら
南
東
に
か
け
て
「
い
「
方
形
「
敷
地
で
「
例
え
ば
嘉
永
二
年「
一
「
四
九
「「
尾

張
屋
清
七
版
「
増
補
改
訂 

築
地
「
丁
堀
日
「
橋
南
之
図
「「
国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
江
戸
「

絵
図
「
「
う
ち
「で
も
そ
「
よ
う
に
示
さ
れ
る
が
「「
築
地
御
屋
敷
之
図
「
で
は
「
辺
が

詰
ま
っ
て
お
り
「
舟
溜
「
形
状
も
円
形
に
近
く
「
比
率
に
問
題
が
あ
る
「
思
わ
れ
る
。

「
は
い
え
「
屋
敷
西
部
「
建
築
群
は
も
ち
ろ
ん
「
屋
敷
全
体
「
様
子
が
具
体
的
に
わ
か

る
た
め
貴
重
で
あ
る
。

製
「
時
期
に
つ
い
て
は
「
舟
溜
南
側
に
あ
る
「
千
鳥
丸
「
「
記
さ
れ
た
船
小
屋
か
ら

絞
り
込
め
る
。「
嘉
永
四
年
亥
九
月
尾
藩
御
船
奉
行　

御
船
由
緒
書
「「
徳
川
林
政
史
研
究

所
蔵
「に
よ
る
「
「
千
鳥
丸
は
元
和
六
年「
一
六
二
〇
「に
二
「
四
挺
立
「
関
船
を
御
座
船

「
し
て
取
立
て
た
「
に
始
ま
り
「
一
度
廃
船
「
な
っ
た
が
「
弘
化
元
年「
一
「
四
四
「に

築
地
蔵
屋
敷
「
御
召
船
「
し
て
「
二
挺
立
「
小
早
船
を
取
り
立
て
「
新
た
に
千
鳥
丸
「

名
付
け
た
「
い
う
。
ま
た
先
「
「
諸
品
新
聞
書
「
所
収
絵
図
に
よ
り
嘉
永
六
年
頃
に
は



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

九
四

砲
台
「
設
置
が
あ
っ
た
「
思
わ
れ
る
た
め
「
「
図
「
製
「
時
期
は
弘
化
元
年
か
ら
嘉
永

六
年
頃
ま
で
「
間
で
あ
る
こ
「
が
わ
か
る
。

施
設
「
し
て
は
「
屋
敷
南
西
側
「
「
御
座
所
「
が
黄
で
着
彩
さ
れ
他
「
区
別
さ
れ
て

お
り
「
塀
「
「
御
茶
屋
御
門
「
で
区
画
さ
れ
て
い
る
こ
「
か
ら
し
て
も
「
江
戸
湾
を
見

渡
せ
る
尾
張
家
当
主
「
た
め
「
空
間
「
察
せ
ら
れ
る
。
こ
「
ほ
か
「
御
座
所
に
隣
接
し

て
屋
敷
内
に
勧
進
さ
れ
た
「
三
社
「
が
あ
り
「
御
座
所
背
後
に
「
表
御
「
屋
「「
御
供

「
屋
「「
大
工
小
屋
「「
馬
走
「「
定
番
同
心
「「
御
蔵
方
調
役
御
「
屋
「
が
設
置
さ
れ
「

「
畑
「
も
あ
る
。
屋
敷
西
側
「
中
央
に
は
「
御
番
所
「
が
付
属
す
る
「
表
御
門
「
が
設

け
ら
れ
「
屋
敷
へ
入
る
「
す
ぐ
「
御
材
木
置
場
「
が
あ
り
「
舟
溜
に
抜
け
る
「
濱
木

戸
「
付
近
に
は
「
ハ
ン
所
「「
定
番
同
心
御
網
打
所
御
「
屋
「「
御
舟
手
「「
出
入
御
中

間
御
水
戸
「
「
記
さ
れ
た
建
物
が
あ
り
「
舟
溜
「
畔「
浜
「に
は
御
座
所
方
面
「
「
境
に

矢
来
「
木
戸
「
み
ら
れ
る
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
表
御
門
か
ら
北
西
部
に
か
け
て
は

「
棟
「
「
御
土
蔵
「
「
「「
成
瀬
殿
土
蔵
「「
定
番
同
心
御
「
屋
「「「
イ
ナ
リ
「
「
あ
る

「
御
役
宅
「「「
調
役
初
御
「
屋
「「
塗
込
御
物
置
「「
近
藤
勘
七
御
米
取
扱
所
「
が
あ
る
。

こ
こ
か
ら
舟
溜
を
回
遊
す
る
よ
う
に
み
て
い
く
「
「
舟
溜
北
側
「
区
域
は
Ａ
「
木
挽
町

御
屋
敷
絵
図
「
で
も
畑
が
あ
っ
た
場
所
で
「引
き
続
き
「
畑
「
が
「
ら
れ
て
い
る
ほ
か
「

「
御
「
事
物
置
「「
御
生
洲
「
が
あ
り
「「
草
生
「「
藪
「
な
ど
も
示
さ
れ
て
「
さ
ら
に
東

側
「
「
「
間
橋
「
方
面
「
「
境
に
は
矢
来
「
木
戸
「
み
ら
れ
る
門
が
あ
る
。「
「
間
橋
「

「
周
辺
は
「
芝
原
「
で
「南
東
隅
に
は
江
戸
湾
に
面
し
た
「
御
物
見
「
が
設
置
さ
れ
「
御

ゼ
ン
所
「
が
あ
り
「
そ
こ
か
ら
屋
敷
南
側
「
舟
溜
「
岸
に
は
先
に
述
べ
た
船
小
屋
三
棟

が
あ
り
「
そ
れ
ぞ
れ
「
舜
林
丸
「「
千
鳥
丸
「「
鯨
船
「
馬
船
「
「
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

「
先
に
六
間
橋
が
あ
り
「「
ハ
ン
所
「
が
設
け
ら
れ
「
御
座
所
「
前
へ
到
達
す
る
。
舟

溜
「
様
子
は
Ａ
「
木
挽
町
御
屋
敷
絵
図
「
「
は
異
な
り
「
満
々
「
水
を
た
た
え
「
御
座

所
「
前
「
水
際
は
曲
線
を
描
い
て
お
り
「
実
用
目
的
「
舟
溜
か
ら
い
わ
ゆ
る
庭
園
「
御

泉
水
へ
「
用
途
が
変
更
さ
れ
た
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

「
三
「変
遷
「
「
「

「
上
「
古
記
録
・
絵
図
か
ら
築
地
蔵
屋
敷
「
特
性
「
盛
衰
に
つ
い
て
時
系
列
に
沿
っ

て
整
理
し
て
お
く
「
「
ま
ず
築
地
蔵
屋
敷
は
明
暦
三
年「
一
六
「
七
「「
拝
領
後
「
数
カ

年
で
整
備
さ
れ
「
舟
溜「
内
堀
「「
「
も
に
「
間
橋「
「
間
御
水
門
・
「
間
御
橋
「を
構
え
る

構
造
に
な
り
「
当
初
か
ら
運
送
品
「
積
み
「
ろ
し
を
目
的
「
し
て
屋
敷
内
部
へ
舟
を
引

き
入
れ
ら
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
た
こ
「
が
わ
か
る
。

主
要
な
建
築
で
あ
っ
た
当
主
「
御
座
所「
御
殿
・
御
茶
屋
「に
注
目
す
る
「
「
御
座
所

は
延
宝
「
年「
一
六
「
〇
「「
御
殿
倒
壊
か
ら
寛
保
元
年「
一
七
四
一
「「
御
茶
屋
建
設
ま

で
「
記
録
「
上
で
は
約
六
「
年
間
「
建
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
宝
永
四
年

「
一
七
〇
七
「「
上
地
に
よ
る
屋
敷
地
縮
小
も
考
え
る
「
「
「
七
世
紀
後
期
か
ら
「
「
世

紀
前
期
頃
に
は
築
地
蔵
屋
敷
「
利
用
が
縮
小
な
い
し
停
滞
し
て
い
た
「
推
察
さ
れ
る
。

そ
「
後
「
御
茶
屋
建
設
「
翌
年
に
は
拝
領
に
よ
り
屋
敷
地
が
最
大
に
な
る
た
め
「
寛
保

年
間「
一
七
四
一
〜
四
四
「は
築
地
蔵
屋
敷
「
「
開
発
「
時
期
で
あ
っ
た
「
み
ら
れ
る
。

た
だ
し
「
代
当
主
宗
勝「
一
七
〇
「
〜
六
一
「「
も
「
「
同
時
期
「
戸
「
「
屋
敷
は
庭
園

「
し
て
「
機
能
が
衰
退
し
て
い
た
「
指
摘
さ
れ
て
お
り
「
築
地
蔵
屋
敷
に
お
け
る
こ
「

「
開
発
も
「
庭
園
「
し
て
「
整
備
「
い
う
よ
り
は
蔵
屋
敷
「
し
て
「
実
用
的
な
側
面
か

ら
行
わ
れ
た
「
察
せ
ら
れ
る
。

続
く
「
「
世
紀
後
半
か
ら
「
九
世
紀
初
期
「
間
「
変
遷
は
未
詳
で
あ
る
。
文
政
六

年「
一
「
二
三
「か
ら
築
地
蔵
屋
敷
に
て
行
わ
れ
た
米
取
引
は
「
同
「
二
年
に
は
蛎
殻
町

屋
敷
に
移
さ
れ
「
文
政
三
年
か
ら
天
保
三
年「
一
「
三
二
「間
「
あ
る
時
期
に
は
舟
溜
「

大
部
分
が
埋
ま
っ
て
い
た
な
ど
「
こ
「
頃
に
は
管
理
が
手
薄
に
な
っ
て
い
た
「
想
像

さ
れ
る
。
そ
「
後
「
い
つ
「
時
点
か
に
屋
敷
全
体
「
「
生
が
企
図
さ
れ
「
弘
化
元
年

「
20
「

「
21
「

「
22
「
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「
一
「
四
四
「か
ら
嘉
永
六
年「
一
「
「
三
「頃
に
は
「
築
地
御
屋
敷
之
図
「
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
状
態
に
な
っ
た
。
こ
「
時
「
整
備
は
「
舟
溜
「
水
際
が
曲
線
を
描
く
形
状
に
変
更

さ
れ
て
庭
園
「
御
泉
水
「
い
う
側
面
が
付
加
さ
れ
た
り
「
江
戸
湾
を
見
渡
せ
る
御
物
見

が
出
来
た
り
「
「
娯
楽
的
な
要
素
が
加
味
さ
れ
て
お
り
「
庭
園
「
し
て
開
発
が
進
ん
だ

「
捉
え
る
こ
「
が
可
能
で
あ
る
。

天
保
年
間「
一
「
三
〇
〜
四
四
「「
降
は
異
国
船
来
航
に
対
し
て
江
戸
湾
「
防
備
が
段

階
的
に
強
化
さ
れ
て
い
く
時
期
で
「
特
に
嘉
永
六
年
「
ペ
リ
ー
艦
隊
来
航
「
後
は
「
内

海
防
備
「
た
め
に
品
川
台
場
が
築
か
れ
「
諸
藩
に
適
宜
砲
台
「
設
置
が
命
じ
ら
れ
「
築

地
蔵
屋
敷
に
隣
接
す
る
浜
御
殿
に
も
砲
台
が
設
置
さ
れ
た
。
先
「
「
お
り
築
地
蔵
屋
敷

に
も
こ
れ
を
受
け
て
砲
台
が
設
置
さ
れ
た
「
考
え
ら
れ
「
幕
末
に
向
け
て
軍
事
的
な
目

的
で
「
使
用
が
増
加
し
て
い
っ
た
「
み
ら
れ
る
。

「
上
「
築
地
蔵
屋
敷
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
「
品
「
具
体
的
な

考
察
に
移
り
た
い
。

三　

実
景
図
部
分
の
特
徴

実
景
図
を
「
「
す
る
に
あ
た
り
「
ま
ず
は
第
二
章
を
踏
ま
え
「
「
品
が
ど
「
程
度
「

「
現
性
を
備
え
て
い
る
か
「
「
し
た
い
。

屋
敷
図
「
画
面
「
端
中
央
に
描
か
れ
る
「
は
「
江
戸
湾
に
面
し
た
「
間
橋
で
あ
る「
図

1
「
挿
図
2
「。
石
垣
に
刎
木
を
掘
り
込
み
「
そ
「
上
に
さ
ら
に
刎
木
を
組
ん
で
ア
ー
チ

状
「
す
る
こ
「
で
橋
脚
を
用
い
る
こ
「
な
く
架
け
ら
れ
る
刎
橋
形
式
で
「
江
戸
時
代
に

は
中
部
「
岳
地
帯
を
中
心
に
「
橋
脚
「
立
て
難
い
渓
谷
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
「
い
う
。

橋
「
袂
に
は
「
柄
「
玉
網
ら
し
き
品
や
「
提
手
「
付
い
た
桶
が
置
か
れ
「
四
手
網
が
仕

掛
け
ら
れ
「
側
に
船
が
描
か
れ
て
い
る
。
「
間
橋
か
ら
画
面
奥
に
向
か
っ
て
は
汐
入
「

「
23
「

「
24
「

挿図2　築地図巻　屋敷図　八間橋部分

舟
溜
が
広
が
り
「
対
岸
「
右
手
に
は
「

屋
や
土
蔵
「
左
手
に
は
木
戸
を
隔
て

て
御
座
所
な
ど
が
あ
る「
挿
図
3
「。
御

座
所
か
ら
左
手
前
に
目
を
や
る
「
「
畔

に
は
屋
形
付
き
で
旗
を
揚
げ
た
三
艘
「

小
型
船
「
「
屋
形
「
な
い
船
数
艘
が
泊

ま
っ
て
お
り
「
建
物
も
二
棟
確
認
で
き

る
。
そ
「
先
「
鬱
蒼
「
繁
る
木
々
に
阻

ま
れ
て
は
い
る
が
「
左
手
奥
へ
水
が
引

き
込
ま
れ
て
い
く
よ
う
に
み
え
る
。
こ

れ
は
屋
敷
南
西
に
あ
っ
た
浜
御
殿
側
へ

「
出
入
り
口
「
六
間
橋
へ
「
流
れ
を
表

し
て
い
る
「
で
あ
ろ
う
。
な
お
画
面
「

右
側「
屋
敷
北
東
側
「に
は
水
路
を
挟
ん

で
稲
葉
家
や
久
松
松
平
家
「
屋
敷
が

あ
っ
た
が
「
こ
ち
ら
側
も
藪
や
樹
木
が

生
い
茂
っ
て
敷
地
「
境
目
が
わ
か
ら
な

い
ほ
ど
で
あ
る
。
続
い
て
遠
景
に
も
目

を
向
け
て
お
く
「
「
画
面
右
奥
に
は
三

層
「
櫓
一
棟
「
「
構
造
は
判
然
「
し
な

い
櫓
二
棟
「
計
三
棟
が
描
か
れ
る「
挿

図
4
「。
築
地
蔵
屋
敷
か
ら
北
北
東
「

方
角
に
あ
た
る
た
め
「
江
戸
城
「
一
部

「
推
察
さ
れ
る
。
「
屋
・
土
蔵
「
奥
に
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挿図3-1　築地図巻　屋敷図　土蔵部分

挿図3-2　築地図巻　屋敷図　御座所部分

は
塀
で
囲
わ
れ
た
屋
敷
地
が
描
か
れ
「
御
座
所
「
奥
に
か
け
て
建
物
「
屋
根
が
並
び
「

火
「
見
櫓
も
み
え
る
。

巻
末
「
江
戸
湾
図
は
「
紙
一
紙
分
を
あ
て
「
屋
敷
図
に
比
べ
て
紙
幅
を
「
く
「
っ

て
お
り
「
広
々
「
し
た
湾
内
「
様
子
が
描
か
れ
る「
挿
図
1
「。
画
面
右
「
に
は
巻
頭
に

も
登
場
し
た
「
間
橋
が
あ
り
「
四
手
網
「
仕
掛
け
な
ど
も
描
か
れ
て
い
る「
挿
図
5
「。

橋
「
右
側
「
石
垣
上
に
は
防
風
林
に
適
し
た
松
が
海
に
面
し
て
一
列
に
植
え
ら
れ
て
お

り
「
左
側
は
松
葉
を
表
現
す
る
樹
上
部
が
描
か
れ
る
「
み
で
は
あ
る
が
「
同
様
で
あ
っ

た
「
推
さ
れ
る
。
そ
「
ま
ま
視
線
を
左
に
移
し
て
い
く
「
「
画
面
左
端
に
は
築
地
蔵

屋
敷
よ
り
も
海「
南
東
側
「へ
一
段
突
き
出
し
て
い
る
浅
野
家
「
屋
敷
地
「
一
角
が
み
え

る
。
近
海
に
は
帆
柱
「
な
い
小
型
船
や
白
い
帆
を
あ
げ
た
船
が
往
き
交
っ
て
い
る
。
築

地
蔵
屋
敷
か
ら
浜
御
殿
「
あ
る
南
西
側
に
か
け
て
は
「
享
保
二
年「
一
七
一
七
「に
浜
御

殿
「
海
岸
前
か
ら
二
町「
約
二
一
「
米
「ほ
ど
「
海
域
が
禁
漁
区
域
「
な
り
「
そ
れ
を
示

す
た
め
に
立
て
ら
れ
て
い
た
杭
が
並
ん
で
い
る
。
画
面
右
手
奥
に
は
三
浦
半
島
「
中
央

か
ら
左
手
に
か
け
て
は
房
総
半
島
を
遠
方
に
望
む
構
図
で
「
そ
「
境
目
は
外
洋
へ
「
出

「
25
「

挿図4　築地図巻　屋敷図　江戸城部分
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七

入
り
口
に
あ
た
る
た
め
「
こ
「
付
近
「
海
上
に
は
帆
を
畳
ん
で
停
泊
す
る
無
数
「
大
型

船
が
描
か
れ
て
い
る
。
「
上
「
よ
う
に
「
絵
図
や
記
録
「
実
際
「
地
理
・
地
形
な
ど
を

考
え
合
わ
せ
る
「
「
屋
敷
図
・
江
戸
湾
図
「
も
「
遠
景
に
至
る
ま
で
入
念
に
描
写
さ

れ
「
概
ね
実
際
「
地
形
「
「
一
致
が
確
認
で
き
た
。

次
に
構
成
に
も
目
を
向
け
て
お
き
た
い
。
江
戸
湾
図
は
屋
敷
図
に
比
し
て
「
紙
一

紙
分
を
充
て
「
く
画
幅
を
取
り
「
広
角
的
な
視
野
を
「
現
す
る
よ
う
に
製
「
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
「
「
庭
家
「
し
て
も
知
ら
れ
る
松
平
定
信「
一
七
「
「
〜
一
「
二
九
「「
名

園
・
浴
恩
園
や
「
将
軍
家
「
浜
御
殿
が
所
在
し
た
よ
う
に
「
築
地
が
江
戸
湾
を
望
む
風

光
明
媚
な
地
「
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
「
を
反
映
し
て
い
る
「
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
画
中

に
人
物
が
描
か
れ
な
い
中
で
「
両
図
に
み
ら
れ
る
漁
猟
「
道
具
は
唯
一
「
人
「
気
配
を

感
じ
る
モ
チ
―
フ
で
あ
り
「
鑑
賞
者
「
目
を
引
く
。
先
に
述
べ
た
通
り
「
築
地
蔵
屋
敷

で
は
漁
猟
が
行
わ
れ
「
釣
果
を
献
上
す
る
こ
「
も
あ
っ
た
。
隣
接
す
る
浜
御
殿
で
も
釣

り
は
恒
例
「
娯
楽
で
あ
り
「
沿
岸
に
位
置
す
る
屋
敷
に
「
っ
て
漁
猟
は
自
慢
す
べ
き
遊

興
で
「
他
に
な
い
特
色
「
認
識
さ
れ
て
い
た
「
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
品
に
お
い
て

は
「
漁
具
に
よ
り
漁
猟
を
象
徴
的
に
描
く
こ
「
に
よ
っ
て
「
築
地
蔵
屋
敷
「
魅
力
を
強

調
す
る
意
図
が
あ
っ
た
「
考
え
ら
れ
る
。
こ
「
よ
う
に
「
品
は
「
そ
「
構
成
全
体
か
ら

築
地
蔵
屋
敷
を
賛
美
す
る
意
識
「
言
い
換
え
れ
ば
「
題
名
「
「
お
り
「
名
苑
「
を
描
く

意
識
「
も
「
で
製
「
さ
れ
た
こ
「
が
判
明
す
る
。

さ
ら
に
「
間
橋
に
注
目
し
て
み
る
「
「
屋
敷
図
・
江
戸
湾
図
「
も
「
間
橋
か
ら
陸
・

海
を
見
渡
す
構
図
を
「
っ
て
い
る
。
「
間
橋
は
「
先
に
確
認
し
た
「
お
り
築
地
蔵
屋
敷

「
建
設
当
初
か
ら
存
在
し
「
各
資
料
・
絵
図
で
も
必
ず
記
名
さ
れ
る
よ
う
に
「
多
数
あ

る
建
造
物
「
中
で
も
代
表
格
「
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
「
は
明
ら
か
で
あ
る
。
刎
橋
「
い

う
中
部
地
域
「
「
間
部
を
中
心
に
利
用
さ
れ
た
橋
脚
「
な
い
形
式
で
あ
る
こ
「
を
考
慮

す
る
「
「
こ
「
橋
は
木
曽
を
有
す
る
尾
張
家
築
地
蔵
屋
敷
「
主
た
る
見
ど
こ
ろ
で
あ
っ

「
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挿図5　築地図巻　江戸湾図　八間橋部分
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九
「

た
「
推
察
さ
れ
る
。
今
橋
理
子
氏
は
「
庭
園
は
名
所
に
見
立
て
ら
れ
る
こ
「
に
よ
り
「

初
め
て
名
所
・
名
園
「
化
す
こ
「
「
そ
し
て
名
所
化
さ
れ
る
た
め
に
は
「
詩
文
に
読
ま

れ
「
絵
画
化
さ
れ
る
こ
「
が
必
須
で
あ
っ
た
こ
「
を
論
じ
た
。
そ
「
上
で
「
名
も
な
き
実

景
「
し
て
「
大
名
庭
園
「
「
写
実
的
描
写
に
よ
る
絵
画
化
は
「
新
し
い
名
所
絵
「
創
出

で
あ
る
こ
「
も
指
摘
し
て
い
る
。
「
品
に
お
い
て
「
間
橋
は
「
築
地
蔵
屋
敷
「
見
ど
こ

ろ
「
し
て
重
点
的
に
扱
わ
れ
て
お
り
「
「
品
実
景
図
を
「
新
た
な
名
所
絵
「
「
創
出
「

み
て
「
そ
こ
に
築
地
蔵
屋
敷
を
名
園
「
な
す
目
的
を
看
取
す
る
こ
「
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

「
品
は
「
先
に
み
た
「
お
り
実
景
に
即
し
て
遠
景
に
至
る
ま
で
入
念
に
描
写
さ
れ
て

お
り
「
霞
に
よ
る
モ
チ
ー
フ
「
省
「
も
し
て
い
な
い
。
ま
た
水
平
線
「
中
央
寄
り
「
位

置
に
向
け
て
視
線
が
集
中
す
る
よ
う
「
近
景
か
ら
遠
景
に
か
け
て
「
モ
チ
ー
フ
「
配
置

や
描
き
方
に
合
理
的
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
「
よ
う
に
省
「
を
控
え
「
合
理
性

を
備
え
た
描
写
は
「
関
東
画
壇
に
お
け
る
実
景
図
・
庭
園
画
「
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
っ

た
谷
文
晁
「
「
例
に
通
じ
る
「
こ
ろ
が
あ
る
。
今
橋
理
子
氏
・
鶴
岡
明
美
氏
ら
に
よ
る

「
「
文
晁
が
寛
政
「
年「
一
七
九
三
「に
海
岸
防
備
を
目
的
「
し
た
巡
見
で
実
見
し
た
景

観
を
描
い
た
「
公
余
探
勝
図
「「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「は
「
西
洋
由
来
「
遠
近
法
・
陰
影

法
・
構
図
な
ど
を
複
合
的
に
駆
使
し
て
写
実
性
・
迫
真
性
に
富
む
描
写
を
確
立
し
た
画

期
的
な
「
例
で
「
文
晁
に
よ
る
そ
「
後
「
庭
園
画
に
も
同
様
「
画
法
が
適
用
さ
れ
る
こ

「
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
野
田
麻
美
氏
は
「
九
世
紀
「
関
東
画
壇
に
お
け
る
庭

園
画
に
つ
い
て
「
江
戸
狩
野
派
「
「
統
様
式
「
文
晁
一
派
「
新
様
式
「
混
交
に
よ
り
厚

み
「
広
が
り
「
あ
る
展
開
に
な
り
「
立
原
杏
所
・
沖
一
峨
・
宋
紫
岡「
楠
「
雪
渓
「・
「

谷
川
雪
堤
な
ど
様
々
な
画
家
が
庭
園
画
を
製
「
す
る
に
至
っ
た
こ
「
を
論
じ
た
。
「
品

実
景
図
に
つ
い
て
も
「
こ
う
し
た
「
九
世
紀
関
東
画
壇
に
お
け
る
庭
園
画
「
展
開
「
な

か
に
位
置
付
け
る
「
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

同
時
期
「
尾
張
家
に
お
け
る
庭
園
画
に
注
目
す
る
「
「
す
で
に
狩
野
典
信
筆
「
戸
「

「
27
「

「
28
「

「
29
「

「
30
「

御
庭
「
景
「・
狩
野
惟
信
「
戸
「
荘
「
景
図
巻
「
を
所
持
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「

寛
政
「
年「
一
七
九
「
「文
晁
に
命
じ
戸
「
「
屋
敷
を
描
か
せ
た
ほ
か
「
紫
岡
筆
「
楽
々

園
四
季
真
景
図
巻
「「
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
「や
雪
堤
筆
「
市
ヶ
谷
邸
庭
園
之
図
風
炉
先
屏

風
「「
徳
川
美
術
館
蔵
「な
ど
も
製
「
さ
せ
て
い
る
。
こ
「
状
況
に
つ
い
て
薄
田
大
輔
氏

は
「
狩
野
派
「
庭
園
図
「
は
異
な
る
役
割
を
期
待
し
て
「
尾
張
家
周
辺
で
も
記
録
性
・

実
利
性
を
追
求
し
た
新
た
な
庭
園
図
が
求
め
ら
れ
た
「
指
摘
し
て
お
り
「
「
品
実
景
図

「
特
徴
か
ら
し
て
も
「
こ
う
し
た
尾
張
家
内
で
「
需
要
を
背
景
に
「
記
録
性
が
重
視
さ

れ
て
製
「
さ
れ
た
「
考
え
ら
れ
よ
う
。

四　

写
生
図
部
分
の
特
徴

続
い
て
写
生
図
部
分
「
考
察
に
移
り
た
い
。
第
一
章
で
概
観
し
た
「
お
り
「
「
品
に

は
多
様
な
生
物
が
描
か
れ
る
が
「
い
ず
れ
「
図
に
も
種
別
な
ど
を
示
す
墨
書
・
貼
札
は

な
い
。
そ
「
た
め
こ
「
度
「
植
物
類
に
は
名
古
屋
城
総
合
事
務
所
「
昆
虫
類
に
は
小
野

知
洋
氏
を
代
表
「
す
る
諸
氏
「
魚
介
類
に
は
名
古
屋
港
水
族
館
「
協
力
を
得
て
同
定
を

試
み
た
。
「
章
で
は
こ
「
結
果
を
ま
「
め
た
表
1
を
頼
り
に
論
を
進
め
て
い
く
が
「
ま

ず
は
全
体
「
し
て
「
描
か
れ
た
生
物
は
概
ね
関
東
沿
岸
部「
汽
水
域
を
含
む
「で
見
ら
れ

る
種
に
割
り
当
て
る
こ
「
が
可
能
で
あ
る
こ
「
「
季
節
「
し
て
は
夏
季
を
想
定
で
き
る

こ
「
を
記
し
て
お
く
。

写
生
図
「
構
成
か
ら
考
察
を
始
め
る
に
あ
た
り
「
江
戸
時
代
「
「
草
学
「
基
礎
文
献

「
し
て
中
国
・
明
時
代
「
李
時
珍
著
『
「
草
綱
目
』
「
構
成
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

万
暦
「
「
年「
一
「
九
〇
「に
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
『
「
草
綱
目
』
は
「
そ
れ
ま
で
「
「

草
書
か
ら
格
段
「
飛
躍
「
な
る
約
千
九
百
種
を
取
り
上
げ
て
分
類
し
た
上
「
名
称
・
産

地
・
形
態
・
薬
効
・
処
方
例
な
ど
を
記
述
し
た
書
籍
で
「
慶
「
九
年「
一
六
〇
四
「「
前

「
31
「

「
32
「



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
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九

草本・木本・菌類
仮番号 推定名称 目・科 備考

1 キンエノコロか イネ科
2 チカラシバか イネ科
3 エノコログサ イネ科
4 イネ科 ヌメリグサまたはエノコログサの一種か
5 トダシバか イネ科
6 イネ科 コササキビに似るが分布が異なる
7 アズマガヤか イネ科
8 イヌビエか イネ科
9 カヤツリグサ科か
10 メヒシバ イネ科
11 スゲ属の仲間か
12 ヌカキビか イネ科
13 カゼクサか イネ科
14 スズメノヒエか イネ科
15 カワラスガナか カヤツリグサ科
16 ゲンノショウコ フウロソウ科
17 ハツタケか ベニタケ科
18 キク科か
19 キツネノボタン キンポウゲ科
20 キツネノボタン キンポウゲ科
21 ジャノヒゲ キジカクシ科
22 ジャノヒゲ キジカクシ科
23 メドハギ マメ科
24

25 ヤマホロシまたはヒヨドリジョ
ウゴ ナス科

26 メハジキ シソ科
27

28 カガイモまたはヘクソカズラ キョウチクトウ科またはアカネ
科

29 クサギ シソ科
30 クコ ナス科
31 ノブドウか ブドウ科 ノブドウに似るが実際より葉裏が白い
32 ネズミモチか モクセイ科 ネズミモチに似る
33 ミズキか ミズキ科
34 エノキか アサ科

35 マユミか ニシキギ科 マユミの実に似るが葉が対性に描かれて
いない

36 ユズリハか ユズリハ科
37 スグリ科 葉はスグリ、実はヤシャビシャクに似る
38 トベラか トベラ科 実際より葉の先を尖らせて描く
39 カナメモチか バラ科 葉の縁に違いがある
40 シロダモか クスノキ科

41 アカメガシワか トウダイグサ科 アカメガシワの葉脈はこれほど3本の葉
脈がめだたないと思われる

昆虫類
仮番号 推定名称 目・科 備考

42 ショウリョウバッタ（雌） バッタ目
43 クサキリ（雄　褐色型） バッタ目

44 ショウリョウバッタ（幼虫　褐
色型） バッタ目

45 ヤマトフキバッタ バッタ目

46 チョウ目ヒトリガ科またはメイ
ガ科か

47 サトキマダラヒカゲ チョウ目
48 キアゲハ チョウ目

表1　築地図巻写生図における生物の名称推定結果一覧
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49 イチモンジチョウ チョウ目

50 ヒメホシカメムシ カメムシ目 胸部の模様に疑問があるが、体形・体長
から判断

51 コバネヒメギス（雌） バッタ目 ヒメギスの幼虫である可能性もあるが、
産卵管の形状から判断

52 アオスジアゲハ チョウ目

53 マイコアカネ（雄） トンボ目 体色や、第一側縫線上の黒条が上方で分
岐することから判断

54 マユタテアカネ（雌　翅端褐色
班型） トンボ目 第一側縫線上の黒条のパターンから判断

55 ミンミンゼミ（雄） カメムシ目
56 ミンミンゼミ（雌） カメムシ目
57 セミ幼虫（ミンミンゼミか） カメムシ目 またはアブラゼミか
58 コカマキリ（雄　緑色型） カマキリ目
59 コカマキリ（雌） カマキリ目

甲殻類・魚類
仮番号 推定名称 目・科 備考

60 フナムシ ワラジムシ目 脚や尾肢の一部が脱落していると思われ
る

61 フナムシ ワラジムシ目 脚や尾肢の一部が脱落していると思われ
る

62 ハマガニ モズクガニ科
63 アシハラガニ モズクガニ科
64 アカテガニ ベンケイガニ科
65 アカテガニ ベンケイガニ科
66 モズクガニ科 イソガニの仲間か
67 モズクガニ科 イソガニの仲間か
68 メナダ ボラ科
69 ボラ科 ボラの仲間か

70 マルタ コイ科 実際より背ビレ基底の長さが長く描かれ
ている

71 ウナギ ウナギ科
72 ウナギ ウナギ科
73 スズキ目か ウミタナゴに似る
74 ハゼ科か
75 ハゼ科か
76 コノシロか ニシン科 背ビレ後端の延長部分が描かれていない

77 マアジ アジ科 第一背ビレ欠落、尾柄の形状など実際と
違いがある

78 ネズミゴチ（雄） ネズッポ科
79 アミメキンセンガニ キンセンガニ科

80 シバエビに似るが、鋏のある脚が長く延
長するのはテナガエビ（雌）の特徴

81 シラタエビか テナガエビ科 実際と異なり目の手前側にも棘が描かれ
る

82 サヨリ サヨリ科
83 クロダイ タイ科
84 イシガレイ カレイ科
85 イシガレイ カレイ科
86 コイ科 フナの仲間か

凡例　・同定が困難な場合、「推定名称」は空欄とし、締り込みが可能な場合には「目・科」欄、その他所感等は「備
考」欄に記載した。

・種別同定の協力者は下記の通りである。なお仮番号60・61については、昆虫類および甲殻類・魚類の
協力者いずれからも意見を頂戴した。
草本・木本・菌類　名古屋城総合事務所
昆虫類　責任者：金城学院大学名誉教授・小野知洋氏、意見聴取：元金城学院大学講師・森勇一氏、栄

徳高校教諭・水野利彦氏、名古屋昆虫同好会・間野隆裕氏、北海道教育大学名誉教授・生方秀
紀氏、鳥取大学教授・唐澤重考氏、広島大学准教授・富川光氏、鳥取県山陰海岸ジオパーク海
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築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

一
〇
一

に
日
「
に
も
た
ら
さ
れ
「
江
戸
時
代
を
通
じ
て
「
草
学
・
博
物
学
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。『
「
草
綱
目
』
は
「
諸
物
を
水
部
・
火
部
・
土
部
・
金
石
部
・
草
部
・
穀
部
・

菜
部
・
果
部
・
木
部
・
服
器
部
・
蟲
部
・
鱗
部
・
介
部
・
禽
部
・
獣
部
・
人
部
「
順
で

分
類
し
掲
載
す
る
。

「
上
を
踏
ま
え
て
「
品
「
構
成
を
み
る
に
「
ま
ず
「
各
生
物
は
植
物「『
「
草
綱
目
』

草
・
穀
・
菜
・
果
・
木
部
「・
昆
虫
類「『
同
』
蟲
部
「・
甲
殻
類
・
魚
類「『
同
』
鱗
・
介
部
「「

大
ま
か
に
分
類
さ
れ
て
お
り
「
さ
ら
に
植
物
を
草「『
同
』
草
部
「「
樹
木「『
同
』
木
部
「に

分
け
「
甲
殻
類
・
魚
類
で
は
蟹「『
同
』
介
部
「「
そ
「
他
「
魚
や
海
老「『
同
』
い
ず
れ
も

鱗
部
「「
を
分
け
て
描
い
て
い
る
。
ま
た
草
か
ら
は
じ
ま
る
収
録
順
序
も
『
「
草
綱
目
』

に
通
じ
る
「
こ
ろ
が
あ
る
。
従
っ
て
「
品
は
当
時
「
「
草
学
に
お
け
る
基
礎
的
な
分
類

方
法
を
も
「
に
構
成
さ
れ
て
い
る
「
言
え
よ
う
。
た
だ
し
表
1
「
仮
番
号
17
「
ハ
ツ
タ

ケ
「「『
同
』
菜
部
「が
草
「「『
同
』
草
部
「に
混
在
す
る
形
で
描
か
れ
る
こ
「
や
「
仮
番
号

79
「
ア
ミ
メ
キ
ン
セ
ン
ガ
ニ
「「『
同
』
介
部
「が
他
「
蟹
「
は
異
な
り
魚
類「『
同
』
鱗
部
「

に
混
在
す
る
よ
う
に
描
か
れ
る
こ
「
か
ら
し
て「
図
7
「「
「
品
に
お
い
て
分
類
順
に
並

べ
る
こ
「
は
絶
対
的
な
法
則
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

次
に
各
図
「
描
写
を
み
て
み
る
「
「
種
別
同
定
「
協
力
者
か
ら
は
「
正
確
性
に
や
や

難
が
あ
り
「
断
定
が
困
難
な
図
が
多
い
「
「
所
感
が
示
さ
れ
て
い
る
。
各
協
力
者
「
見

解
は
表
1
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
「
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
お
く
「
「
仮
番
号

35
は
「
マ
ユ
ミ
「
「
思
わ
れ
る
が
「
同
一
節
上
に
二
枚
一
対
で
葉
が
つ
く
対
生
で
描
か

れ
て
お
ら
ず「
挿
図
6
「「
仮
番
号
60
・
61
「
「
フ
ナ
ム
シ
「
は
脚
・
尾
脚
が
一
部
描
か

れ
ず「
挿
図
7
「「
仮
番
号
77
「
「
マ
ア
ジ
「
は
第
一
背
ビ
レ
が
描
か
れ
て
い
な
い「
挿
図

8
「。現

代
「
生
物
学
「
状
況
「
「
江
戸
時
代
「
「
草
学
・
博
物
学
「
状
況
「
「
差
異
を
考

慮
す
る
必
要
は
あ
る
が
「
そ
「
上
で
「
品
に
つ
い
て
は
「
専
門
的
な
知
見
を
絵
図
に

よ
っ
て
表
し
た
「
草
学
・
博
物
学
者
「
関
わ
る
図
譜
「
は
性
質
が
異
な
る
「
「
考
え
た

い
。
す
な
わ
ち
製
「
者
は
「
「
草
学
・
博
物
学
が
価
値
を
置
く
「
対
象
「
あ
る
べ
き

「
33
「

挿図6　築地図巻　マユミ部分

挿図7-1　築地図巻　フナムシ部分

挿図7-2　築地図巻　フナムシ部分

挿図8　築地図巻　マアジ部分



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

一
〇
二

姿
「「
す
な
わ
ち
各
生
物
「
特
徴
を
わ
か
り
や
す
く
示
す
た
め
「
図
を
描
い
た
「
で
は

な
く
「
見
た
ま
ま
を
描
い
た
「
解
釈
し
た
い
「
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
描
写
「
不
足
に

つ
い
て
も
「
例
え
ば
「「
フ
ナ
ム
シ
「
「
脚
・
尾
脚
は
乾
燥
す
る
「
脱
落
し
や
す
い
た

め
「
「
品
を
描
く
に
あ
た
り
参
照
し
た
個
体
「
脚
が
脱
落
し
て
い
た
可
能
性
は
大
い
に

あ
り
「「
マ
ア
ジ
「
に
つ
い
て
も
「
参
照
し
た
個
体
「
背
ビ
レ
が
畳
ま
れ
て
い
た
「
想

定
す
る
こ
「
は
難
し
く
な
い
。
「
品
製
「
「
主
眼
は
「
「
草
学
・
博
物
学
的
な
観
点
に

は
な
く
「
対
象
を
見
る
こ
「
に
よ
っ
て
得
た
知
見
「
表
現
に
置
か
れ
て
い
る
「
捉
え
ら

れ
る
「
で
あ
る
。
そ
「
傍
証
「
し
て
「
「
草
学
・
博
物
学
は
情
報
を
集
積
し
て
い
く
学

問
で
あ
る
た
め
図
譜
に
は
他
書
か
ら
「
転
写
が
多
く
見
受
け
ら
れ
「
例
え
ば
高
松
松
平

家
「
代
頼
恭
に
よ
る
『
衆
鱗
図
』「
宝
暦
年
間〈
一
七
「
一
〜
六
四
〉成
立　

香
川
県
立
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
蔵
「「
よ
う
に
大
名
間
で
も
図
譜
「
貸
借
・
転
写
が
行
わ
れ
た
こ
「
が
知
ら
れ
て

い
る
が
「
「
品
「
転
写
元
は
管
見
に
お
い
て
は
確
認
で
き
て
い
な
い
こ
「
を
記
し
て
お

く
。
ま
た
「
「
品
に
文
「
に
よ
る
注
釈
等
が
な
い
「
に
対
し
「
基
「
的
に
「
草
学
・
博

物
学
「
目
す
る
「
こ
ろ
は
対
象
「
な
る
品
々
「
収
集
「
分
類
や
種
別
同
定
な
ど
「
考

証
「
そ
し
て
記
録
で
あ
り
「
文
「
情
報
を
大
事
に
し
て
い
る
こ
「
も
傍
証
「
な
ろ
う
。

「
は
い
え
「
品
写
生
図
に
「
草
学
・
博
物
学
的
視
点
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

先
「
「
お
り
「
そ
れ
ぞ
れ
採
集
さ
れ
た
標
「
な
ど
を
も
「
に
絵
画
化
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
が
「
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
物
は
い
ず
れ
も
生
き
生
き
「
描
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば

昆
虫
は
「
死
ん
だ
個
体
は
足
「
関
節
が
曲
が
り
縮
こ
ま
る
「
が
通
常
で
あ
る
が
「
「
品

で
は
各
昆
虫
「
も
足
を
地
面
に
着
け
「
あ
る
い
は
何
か
に
捕
ま
っ
て
い
る
か
「
よ
う
な

状
態
で
描
か
れ
て
い
る
。
魚
類
は
黒
目
を
濃
墨
で
描
い
た
上
に
青
を
点
じ
る
こ
「
で

瑞
々
し
さ
を
表
現
し
「
個
体
に
よ
っ
て
は
雲
母
や
金
泥
で
体
部
「
光
沢
感
を
演
出
し
て

い
る
。
特
に
仮
番
号
68
「
メ
ナ
ダ
「
は
魚
類
「
う
ち
で
も
っ
「
も
体
「
が
「
く
「
堂
々

「
描
か
れ
て
お
り
「
背
「
部
分
「
鱗
に
は
金
泥
「
陰
「
な
る
腹
部
分
「
鱗
に
は
銀
泥
が

用
い
ら
れ
て
「水
中
を
泳
ぐ
魚
に
光
が
当
た
り
「輝
く
様
子
を
表
現
し
て
い
る「
図
4
「。

全
体
に
細
部
「
表
現
も
入
念
で
「
仮
番
号
41
「
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
「
「
果
皮
「
刺
状
突
起

や
「
仮
番
号
48
「
キ
ア
ゲ
ハ
「
な
ど
昆
虫
や
蟹
「
体
部
「
産
毛
を
丹
念
に
描
い
て
い
る

「
図
8
「。
仮
番
号
55
・
56
「
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
「
で
は
透
明
な
翅
を
表
現
す
る
べ
く
雲
母

を
引
き
「
金
泥
も
用
い
て
翅
脈
を
細
か
く
表
し
た
り「
図
9
「「
ま
た
仮
番
号
79
「
ア
ミ

メ
キ
ン
セ
ン
ガ
ニ
「
で
は
細
い
触
覚
を
胡
粉
で
や
や
盛
り
上
げ
て
描
い
た
り
し
て
い
る

「
図
7
「。
い
ず
れ
も
各
生
物
「
色
彩
・
形
態
や
質
感
を
表
す
た
め
「
描
写
で
あ
り
「
実

証
を
重
視
す
る
「
草
学
・
博
物
学
に
は
必
須
「
「
観
察
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
「

考
え
ら
れ
る
「
で
あ
る
。

今
橋
理
子
氏
は
「
草
学
・
博
物
学
「
写
生
画
「
密
接
な
関
わ
り
を
論
じ
「
特
に
秋
田

蘭
画
家
に
よ
る
花
鳥
画
に
つ
い
て
「
博
物
学
が
も
た
ら
し
た
創
造
力
「
最
も
象
徴
的
な

形
象
で
あ
る
「
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
品
に
つ
い
て
も
「
草
木
虫
魚
を
描
い
た
写
生
画

で
あ
り
「
か
つ
先
述
「
「
お
り
「
草
学
・
博
物
学
「
影
響
は
明
ら
か
で
あ
る
こ
「
か

ら
「
写
生
画
「
「
草
・
博
物
図
譜
「
「
交
点
に
位
置
付
け
ら
れ
る
「
品
「
言
え
る
だ
ろ

う
。い

ま
少
し
「
品
写
生
図
「
特
徴
を
示
し
て
お
き
た
い
。
構
図
に
目
を
移
す
「
「
先
に

述
べ
た
「
お
り
各
生
物
は
単
独
で
描
か
れ
る
場
合
「
「
複
数
「
個
体
が
重
な
り
合
っ
て

描
か
れ
る
場
合
「
が
あ
る
。
単
独
で
描
か
れ
る
場
合
「
仮
番
号
27「
挿
図
1
「「
よ
う
に

左
右
「
モ
チ
―
フ
「
間
に
偶
然
で
き
た
空
間
に
描
い
た
か
「
思
わ
れ
る
「
あ
ま
り
「
為

を
感
じ
な
い
箇
所
も
あ
る
が
「
昆
虫
類
「
甲
殻
類
を
描
い
た
場
面「
図
10
「
挿
図
1
「「

よ
う
に
「
色
彩
鮮
や
か
に
多
様
な
視
点
・
方
向
か
ら
描
か
れ
た
各
図
が
間
隔
を
保
っ
て

散
り
ば
め
ら
れ
「
そ
「
配
置
・
配
色
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
た
美
し
さ
が
表
出
さ
れ
て
い

る
箇
所
も
あ
る
。
「
こ
ろ
で
先
に
確
認
し
た
「
お
り
「
仮
番
号
17
「
ハ
ツ
タ
ケ
「
や
仮

番
号
79
「
ア
ミ
メ
キ
ン
セ
ン
ガ
ニ
「
は
他
「
分
類
「
生
物
「
「
も
に
描
か
れ
て
い
た
。

「
34
「



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

一
〇
三

画
面
構
成
に
注
意
し
て
「
度
見
て
み
る
「
「「
ハ
ツ
タ
ケ
「
は
イ
ネ
科
「
細
「
い
形
態
「

植
物
に
混
じ
っ
て
一
際
存
在
感
を
示
し
「「
ア
ミ
メ
キ
ン
セ
ン
ガ
ニ
「
は
色
彩
・
模
様
も

相
ま
っ
て
「
魚
類
「
な
か
で
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
両
者
「
も
鑑
賞
者
「
目
を
引
く
ア

ク
セ
ン
ト
「
な
っ
て
お
り
「「
ハ
ツ
タ
ケ
「
は
画
面
に
調
和
を
も
た
ら
し
「「
ア
ミ
メ
キ

ン
セ
ン
ガ
ニ
「
は
画
面
に
リ
ズ
ム
を
与
え
て
い
る
。
分
類
に
よ
る
秩
序
を
超
え
「
こ
「

よ
う
な
画
面
構
成
に
至
ら
し
め
る
要
因
は
「
絵
画
的
な
面
白
さ
や
美
し
さ
を
追
求
す
る

姿
勢
に
他
な
ら
な
い
。
昆
虫
類
「
場
面
に
も
「
モ
チ
―
フ
「
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
調
和

「
「
れ
た
画
面
を
創
出
し
よ
う
「
す
る
絵
師
「
創
意
を
感
じ
取
る
こ
「
が
で
き
る
。

他
に
比
し
て
モ
チ
―
フ
「
混
交
が
よ
り
複
雑
な
「
が
「
魚
類
を
描
い
た
場
面「
挿
図

1
「で
あ
る
が
「
こ
「
構
図
・
構
成
に
つ
い
て
は
「
「
統
的
な
藻
魚
図
な
ど
「
近
似
す

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
国
で
人
気
を
博
し
た
藻
魚
図
は
「
日
「
で
も
鎌
倉
・
室
町
時

代
か
ら
様
々
な
絵
師
に
よ
っ
て
描
か
れ
「
江
戸
中
期
「
降
に
は
博
物
図
譜
や
南
蘋
派
「

影
響
「
も
「
「
さ
ら
に
多
様
な
展
開
を
み
せ
た
。
例
え
ば
土
浦
藩
に
御
絵
師
「
し
て
仕

え
た
岡
部
洞
水「
生
年
未
詳
〜
一
七
「
〇
〜
一
「
「
〇
「に
よ
る
「
魚
族
図
「「
挿
図
9
「
「
崎

歴
史
文
化
博
物
館
蔵
「は
「
品
「
同
様
「
傾
向
に
あ
り
「
魚
類
は
そ
れ
ぞ
れ
「
草
・
博
物

学
的
な
見
地
か
ら
高
い
精
度
で
描
か
れ
「
そ
れ
ら
が
有
機
的
に
配
さ
れ
て
幾
重
に
も
重

な
る
構
成
を
取
っ
て
い
る
。
岡
部
洞
水
は
狩
野
派
「
絵
師
で
「
谷
文
晁
を
中
心
「
す
る

江
戸
「
文
人
サ
―
ク
ル
「
「
交
流
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
「
よ
う
に
「
品
写
生
図
に

は
写
生
画
「
「
草
・
博
物
図
譜
「
「
交
点
が
見
ら
れ
る
「
「
も
に
「
「
統
的
画
題
が
同

居
し
て
お
り
「
「
九
世
紀
に
お
け
る
絵
画
様
式
「
混
交
「
多
様
化
を
反
映
し
て
い
る
「

捉
え
る
こ
「
が
で
き
よ
う
。

五　

本
品
の
製
作
背
景

「
品
に
つ
い
て
「
こ
こ
ま
で
実
景
図
「
写
生
図
「
を
分
け
て
そ
「
特
徴
を
述
べ
て
き

た
が
「
「
上
を
踏
ま
え
「
「
品
成
立
「
背
景
を
考
え
て
み
た
い
。

実
景
図
「
写
生
図
を
組
み
合
わ
せ
る
構
成
は
「
立
原
杏
所
筆
「
鴻
爪
画
巻
「「
文
政
「

年〈
一
「
二
「
〉　

個
人
蔵
「・「
北
越
「
水
図
巻
「「
天
保
六
年〈
一
「
三
「
〉　

早
稲
田
大
学
會
津

弥
一
記
念
博
物
館
蔵
「・「
遊
歴
図
巻
「「
茨
城
県
立
歴
史
館
蔵
「な
ど
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

は
旅
先
「
ス
ケ
ッ
チ
を
ま
「
め
た
画
巻
で
「
「
海
「
眺
望
や
寺
社
な
ど
「
実
景
図
「
「

も
に
「
草
花
・
昆
虫
・
仏
像
な
ど
「
写
生
図
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
高
川
文
筌
筆

「
「
丈
島
図
「「
挿
図
10
「
弘
化
四
年〈
一
「
四
七
〉　

真
田
宝
物
館
蔵
「で
は
「
島
々
「
全
景
や

港
・
岬
を
描
い
た
実
景
図
「
「
も
に
「
島
に
お
け
る
風
俗
「
図
や
「
海
獺「
ア
シ
カ
「・

「
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挿図9　岡部洞水筆「魚族図」　長崎歴史文化博物館蔵



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

一
〇
四

魚
類
「
写
生
図
な
ど
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
絵
画
が
主
体
で
「
墨
書
は
場
所
や
名
称

な
ど
を
示
す
簡
易
な
内
容
に
留
め
ら
れ
て
い
る
。

「
「
〜
「
九
世
紀
「
日
「
「
絵
師
に
は
「
観
察

か
ら
得
た
知
見
を
絵
画
に
よ
っ
て
記
述
す
る
傾

向
が
あ
る
「
指
摘
さ
れ
て
お
り
「
こ
れ
ら
「
画
巻

は
ま
さ
に
そ
「
産
物
「
言
え
る
。
遠
景
か
ら
近

景
「
さ
ら
に
ク
ロ
―
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
風
俗
や
生

物
に
至
る
ま
で
「
連
続
す
る
画
面
に
お
い
て
視
点

を
自
在
に
手
前
や
奥
に
移
動
さ
せ
な
が
ら
「
絵
画

に
よ
っ
て
知
見
を
説
明
す
る
「
例
が
生
み
出
さ

れ
「
享
受
す
る
側
も
「
実
景
図
・
写
生
図
・
風
俗

図
な
ど
多
様
な
形
式
で
表
さ
れ
た
事
柄
を
自
在
に

紐
付
け
て
読
み
解
く
こ
「
が
で
き
た
時
代
的
素
地

「
も
「
「
「
品
は
製
「
さ
れ
た
「
で
あ
る
。
た
だ

し
「
「
品
に
お
い
て
は
こ
「
構
造
が
さ
ら
に
整
理

さ
れ
「
墨
書
も
添
え
ら
れ
こ
「
な
く
展
開
し
て
お

り
「
享
受
す
る
側
に
手
掛
か
り
が
な
く
「
も
理
解

で
き
る
事
柄
を
描
い
て
い
る
「
い
う
様
相
が
看
守

さ
れ
る
。

で
は
「
品
に
お
け
る
実
景
図
「
写
生
図
は
「
何

を
意
図
し
て
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
「
だ
ろ
う

か
。
前
章
に
お
け
る
写
生
図
「
考
察
で
は
「
「
草

学
・
博
物
学
に
感
覚
的
に
近
し
い
観
察
に
基
づ
い

「
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て
各
生
物
「
色
彩
・
形
態
や
質
感
を
表
す
た
め
「
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
「
を
指
摘

し
た
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
「
生
物
「
生
来
「
美
し
さ
に
目
を
向
け
た
表
現
で
あ
る
「
言

い
換
え
る
こ
「
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
が
絵
画
的
な
面
白
さ
や
調
和
を
追
求
す
る
画
面
構

成
「
中
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
「
は
「
す
な
わ
ち
美
し
い
画
面
「
創
出
を
意
味
す
る
。

こ
こ
で
第
三
章
に
述
べ
た
実
景
図
「
特
性
を
思
い
起
こ
す
「
「
「
品
「
実
景
図
は
築
地

蔵
屋
敷
「
見
ど
こ
ろ
を
象
徴
的
・
重
点
的
に
絵
画
化
し
て
お
り
「「
名
苑
「
を
描
く
意

識
「
も
「
製
「
さ
れ
て
い
た
。
こ
「
こ
「
か
ら
「
写
生
図
も
ま
た
築
地
蔵
屋
敷
「
名
苑

た
る
由
縁
「
し
て
描
か
れ
て
い
る
「
は
捉
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
絵
画
的
に
美
し
い

画
面
は
「
そ
れ
だ
け
で
鑑
賞
者
を
魅
き
つ
け
る
。
屋
敷
図
に
よ
っ
て
尾
張
家
「
庭
園
に

招
き
入
れ
ら
れ
た
鑑
賞
者
は
「
続
け
て
そ
「
屋
敷
に
生
息
す
る
生
き
生
き
「
し
た
生
物

に
遭
遇
し
「
植
物
・
昆
虫
・
魚
類
「
充
分
に
そ
「
魅
力
を
味
わ
っ
た
「
ち
「
江
戸
湾
図

に
描
か
れ
る
広
々
「
し
た
内
海
「
光
景
を
目
に
す
る
「
で
あ
る
。
実
景
図
・
写
生
図
「

も
季
節
は
夏
で
あ
り
「
夏
季
「
漁
猟
を
沿
岸
「
庭
園
な
ら
で
は
「
誇
る
べ
き
特
性
「
捉

え
て
い
た
こ
「
か
ら
し
て
も
「
「
品
に
は
実
景
図
・
写
生
図
を
通
じ
て
「
築
地
蔵
屋
敷

「
魅
力
を
余
す
こ
「
な
く
描
こ
う
「
す
る
意
思
が
通
っ
て
い
る
「
言
え
よ
う
。

尾
張
家
で
築
地
蔵
屋
敷
「
名
苑
「
し
て
「
絵
画
化
が
望
ま
れ
て
い
た
「
は
い
つ
頃
で

あ
ろ
う
か
。
先
に
確
認
し
た
「
お
り
「
実
景
図
「
「
「
か
ら
「
「
品
は
「
九
世
紀
関
東

画
壇
に
お
い
て
製
「
さ
れ
た
「
考
え
ら
れ
る
。
こ
「
時
期
は
「
庭
園
・
園
芸
に
造
詣
「

深
か
っ
た
「
一
代
将
軍
家
斉
「
影
響
「
で
尾
張
家
を
含
む
各
大
名
家
「
庭
園
「
整
備
が

進
み
「
隣
接
す
る
浜
御
殿
で
も
家
斉
「
時
代
に
庭
園
「
し
て
「
機
能
充
実
が
図
ら
れ
「

御
成
も
頻
繁
に
行
わ
れ
た
「
知
ら
れ
る
。
浜
御
殿
を
積
極
的
に
利
用
す
る
傾
向
が
「
二

代
将
軍
家
慶
に
も
引
き
継
が
れ
る
な
か
「
尾
張
家
に
お
い
て
も
臨
海
に
所
在
す
る
名
苑

が
望
ま
れ
た
「
考
え
る
「
は
難
し
く
な
い
だ
ろ
う
。
築
地
蔵
屋
敷
は
「
「
「
世
紀
後
半

か
ら
「
九
世
紀
初
期
「
間
「
変
遷
が
未
詳
で
あ
る
た
め
「
江
戸
湾
側
に
砲
台
が
設
置
さ



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

一
〇
「

れ
た
「
見
ら
れ
る
嘉
永
六
年「
一
「
「
三
「頃
を
「
限
「
し
て
「
製
「
年
代
は
お
お
よ
そ

「
九
世
紀
前
半
に
絞
り
込
む
「
が
ま
ず
は
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
文
政
三
年

「
一
「
二
〇
「か
ら
天
保
三
年「
一
「
三
二
「「
間
「
一
時
期
「
舟
溜
が
埋
ま
る
な
ど
管
理
が

手
薄
に
な
り
「
そ
「
後
「「
築
地
御
屋
敷
之
図
「
が
成
立
し
た
弘
化
元
年「
一
「
四
四
「か

ら
嘉
永
六
年「
一
「
「
三
「頃
ま
で
「
間
に
「
庭
園
「
し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
た
様
子
が

見
受
け
ら
れ
た
こ
「
を
思
い
起
こ
す
「
「
「
品
成
立
「
時
期
を
「
九
世
紀
第
二
四
半
期

に
想
定
す
る
こ
「
も
一
つ
「
可
能
性
「
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
「
よ
う
に
尾
張
家
で
築
地
蔵
屋
敷
「
名
苑
「
し
て
「
絵
画
化
が
望
ま
れ
「
そ
「
結

果
「
品
が
製
「
さ
れ
た
「
し
て
「
そ
れ
を
命
じ
た
人
物
に
つ
い
て
も
一
考
し
て
お
き
た

い
。
江
戸
時
代
に
お
け
る
「
草
学
・
博
物
学
に
大
名
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
「
は
周

知
「
通
り
で
あ
り
「
松
平
頼
恭
・
細
川
重
賢
・
島
津
重
豪
ら
「
「
草
学
・
博
物
学
に
特

に
傾
倒
し
た
大
名
は
博
物
大
名
「
称
さ
れ
る
。
尾
張
家
「
当
主
「
う
ち
に
「
い
わ
ゆ
る

博
物
大
名
「
い
う
ほ
ど
「
人
物
は
現
れ
な
か
っ
た
が
「
特
に
庭
園
や
「
草
学
・
博
物
学

「
分
野
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
「
思
わ
れ
る
当
主
「
し
て
は
「
「
「
世
紀
中
期
に
新
た

な
写
生
画
「
し
て
流
行
し
た
「
崎
南
蘋
派
「
花
鳥
画
を
注
文
し
「
愛
蔵
し
た
「
知
ら
れ

る
「
代
宗
勝
「
藩
士
・
内
藤
東
甫
に
命
じ
て
尾
張
初
「
「
格
的
な
地
誌
で
あ
り
産
物
「

し
て
絵
図
も
掲
載
す
る
『
張
州
雑
志
』
を
編
纂
さ
せ
た
九
代
宗
睦
「
造
園
・
園
芸
に
造

詣
が
深
か
っ
た
「
代
斉
朝「
一
七
九
三
〜
一
「
「
〇
「「
動
植
物
「
描
写
に
定
評
「
あ
っ
た

江
戸
南
蘋
派
「
紫
岡
を
登
用
し
た
「
一
代
斉
温「
一
「
一
九
〜
三
九
「「
博
物
学
に
関
心

を
も
ち
昆
虫
や
植
物
「
標
「
・
図
譜
を
「
製
し
た
「
四
代
慶
勝
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
品

製
「
「
時
期
か
ら
し
て
「
代
斉
朝
「
降
が
想
定
さ
れ
る
が
「
現
段
階
で
は
い
ず
れ
「
当

主
「
も
判
別
し
難
い
。

「
こ
ろ
で
「
尾
張
家
で
南
蘋
派
が
重
用
さ
れ
て
い
る
こ
「
に
は
注
目
し
て
お
き
た

い
。
文
政
「
二
年「
一
「
二
九
「に
御
目
見
絵
師
を
拝
命
し
た
紫
岡
は
「
南
蘋
派
特
有
「

細
密
描
法
や
文
人
画
・
南
宗
画
「
技
法
を
学
び
「
大
成
し
た
写
生
法
を
江
戸
に
も
た

ら
し
た
宋
紫
石
「
孫
に
あ
た
る
。
天
保
四
年
に
御
絵
師
見
習
「
な
り
「
同
七
年
に
御

絵
師
に
昇
格
「
嘉
永
三
年
に
歿
す
る
ま
で
御
絵
師
「
し
て
尾
張
家
に
仕
え
「
息
子
・

紫
澗「
楠
「
圭
「
「も
父
「
歿
年
に
尾
張
家
「
御
絵
師
見
習
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
紫
岡

も
ま
た
「
草
学
・
博
物
学
に
関
わ
り
が
あ
り
「
「
一
代
斉
温
「
命
に
よ
り
天
保
七
年

「
一
「
三
六
「に
将
軍
家
よ
り
原
「
を
借
用
し
て
模
写
し
た
「
百
鳥
図
「
「
巻「
徳
川
美
術

館
蔵
「や
「
弘
化
三
年「
一
「
四
六
「に
「
草
学
者
・
岡
元
鳳
著
『
毛
詩
品
物
図
攷
』
を
紫

澗
「
「
も
に
校
訂
し
模
写
し
た
「
毛
詩
品
物
図
攷
「
三
冊「
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「が
あ

る
。
紫
岡
は
市
ヶ
谷
屋
敷
「
庭
園
・
楽
々
園
を
題
材
「
す
る
「
楽
々
園
四
季
真
景
図

巻
「
も
描
い
て
お
り
「
庭
園
画
に
も
足
跡
が
あ
る
が
「
「
品
「
は
法
量
が
大
幅
に
異

な
っ
て
お
り
直
ち
に
比
較
は
で
き
な
い
。
今
は
一
つ
「
可
能
性
「
し
て
提
示
す
る
に
「

ど
め
「
後
考
に
待
ち
た
い
。

お　

わ　

り　

に

「
上
「
「
品
に
つ
い
て
「
築
地
蔵
屋
敷
に
関
す
る
記
録
や
絵
図
を
確
認
し
た
上
で
「

実
景
図
・
写
生
図
そ
れ
ぞ
れ
「
特
徴
を
述
べ
る
「
「
も
に
「
「
品
成
立
「
背
景
を
考
察

し
て
き
た
。

実
景
図
は
「
江
戸
湾
図
に
「
紙
一
紙
分
を
あ
て
「
風
光
明
媚
な
築
地
「
広
々
「
し
た

視
野
を
「
現
す
る
よ
う
に
製
「
さ
れ
て
い
る
こ
「
「
画
中
に
人
物
が
描
か
れ
な
い
中
「

漁
具
が
築
地
蔵
屋
敷
「
誇
る
べ
き
遊
興
「
一
つ
だ
っ
た
漁
猟
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る

こ
「
を
述
べ
「
さ
ら
に
屋
敷
図
・
江
戸
湾
図
「
も
築
地
蔵
屋
敷
「
見
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た

「
間
橋
を
重
点
的
に
描
い
て
い
る
こ
「
か
ら
「
実
景
図
に
は
築
地
蔵
屋
敷
「
魅
力
を
強

調
し
「
名
苑
「
「
し
て
描
く
意
図
が
看
取
さ
れ
る
こ
「
を
述
べ
た
。
ま
た
描
写
は
細
部

「
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築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

一
〇
六

ま
で
入
念
で
「
省
「
を
控
え
「
合
理
性
を
備
え
て
い
る
こ
「
か
ら
「
「
品
は
「
江
戸
狩

野
派
「
「
統
様
式
「
谷
文
晁
ら
「
新
様
式
が
混
交
し
多
様
な
展
開
を
み
せ
た
「
さ
れ
る

「
九
世
紀
関
東
画
壇
に
お
け
る
庭
園
画
「
な
か
に
位
置
付
け
る
「
が
妥
当
で
あ
る
「
「

も
に
「
尾
張
家
に
お
け
る
記
録
性
・
実
利
性
を
追
求
し
た
庭
園
画
「
需
要
を
背
景
に
成

立
し
た
「
考
え
ら
れ
る
こ
「
を
述
べ
た
。

次
に
写
生
図
は
「
全
体
「
構
成
に
は
当
時
「
「
草
学
「
基
礎
文
献
で
あ
っ
た
李
時
珍

著
『
「
草
綱
目
』
「
分
類
・
構
成
に
通
じ
る
「
こ
ろ
が
あ
る
が
「
標
「
を
見
た
ま
ま
描

い
た
「
察
せ
ら
れ
る
図
が
含
ま
れ
て
お
り
「
名
称
や
考
証
な
ど
文
「
に
よ
る
記
述
も
な

い
こ
「
か
ら
「
製
「
「
主
眼
は
「
草
学
・
博
物
学
的
な
観
点
に
は
置
か
れ
て
い
な
い
「

考
察
し
た
。
そ
「
上
で
「
各
生
物
は
色
彩
・
形
態
や
質
感
を
表
す
た
め
細
部
ま
で
念
入

り
な
描
写
が
な
さ
れ
「
生
き
生
き
「
描
か
れ
て
お
り
「
「
草
学
・
博
物
学
に
必
須
「
観

察
に
基
づ
い
て
い
る
こ
「
を
指
摘
し
た
。
ま
た
藻
魚
図
「
い
う
「
統
的
な
画
題
も
踏
ま

え
て
い
る
「
み
ら
れ
る
こ
「
か
ら
「
「
品
に
は
写
生
画
「
「
草
学
・
博
物
図
譜
「
が
「

統
画
題
「
な
か
に
交
わ
る
「
い
う
特
性
が
あ
る
こ
「
を
論
じ
た
。

「
品
全
体
「
構
成
「
し
て
は
「
「
「
〜
「
九
世
紀
「
日
「
「
絵
師
に
み
ら
れ
る
観
察

か
ら
得
た
知
見
を
絵
画
に
よ
っ
て
記
述
す
る
傾
向
を
背
景
に
「
実
景
図
「
写
生
図
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
「
で
「
屋
敷
図
に
よ
っ
て
尾
張
家
「
庭
園
に
招
き
入
れ
ら
れ
た
鑑
賞
者

が
「
そ
「
屋
敷
に
生
息
す
る
魅
力
的
な
生
物
に
遭
遇
し
た
「
ち
「
江
戸
湾
図
に
描
か
れ

る
広
々
「
し
た
内
海
「
光
景
を
目
に
す
る
「
い
う
展
開
に
な
っ
て
お
り
「
築
地
蔵
屋
敷

「
魅
力
を
余
す
こ
「
な
く
描
こ
う
「
す
る
意
思
が
通
っ
て
い
る
こ
「
を
述
べ
た
。

尾
張
家
で
築
地
蔵
屋
敷
「
名
苑
「
し
て
「
絵
画
化
が
望
ま
れ
て
い
た
時
期
「
し

て
「
「
一
代
将
軍
家
斉
「
も
「
各
大
名
家
「
庭
園
が
繁
栄
す
る
な
か
「
将
軍
家
「
浜
御

殿
「
よ
う
に
「
尾
張
家
に
お
い
て
も
臨
海
に
所
在
す
る
名
苑
が
望
ま
れ
た
「
考
え
ら

れ
る
。
こ
「
こ
「
か
ら
「
江
戸
湾
側
に
砲
台
が
設
置
さ
れ
た
「
見
ら
れ
る
嘉
永
六
年

註「
1
「　
『
江
戸
「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド　

大
名
庭
園
』「
徳
川
美
術
館　

平
成
「
六
年
「
一
月
「。

「
2
「　
『
ア
ニ
マ
ル
ラ
ン
ド　

東
ア
ジ
ア
「
美
術
に
見
る
動
物
表
現
』「
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術

館　

平
成
「
七
年
「
月
「中
「
河
田
昌
之
氏
「
品
解
説
に
よ
る
。

「
3
「　

吉
川
美
穂
「
尾
張
徳
川
家
「
近
世
絵
画
「「『
徳
川
美
術
館
名
品
集
四　

桃
「
・
江
戸
絵
画

「
美
』　

徳
川
美
術
館　

平
成
二
「
年
「
一
月
「「
ほ
か
「
同
氏
に
よ
る
同
書
「
品
解
説
に
よ

る
。

「
4
「　

尾
張
家
「
屋
敷
に
つ
い
て
は
『
徳
川
御
三
家　

江
戸
屋
敷
発
掘
物
語
─
尾
張
家
へ
「
誘

い
─
』「
新
宿
歴
史
博
物
館　

平
成
「
「
年
「
月
「「
渋
谷
葉
子
「
幕
藩
体
制
「
形
成
過
程
「

大
名
江
戸
藩
邸
─
尾
張
藩
を
中
心
に
「「『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』
三
「
四
号　

平

成
「
二
年
三
月
「を
は
じ
め
「
同
氏
に
よ
る
一
連
「
研
究
に
詳
し
い
。

「
5
「　

安
藤
菊
二
「
築
地
地
区
「
蔵
屋
敷　

尾
州
「
芸
州
「
蔵
屋
敷
「「『
郷
土
室
だ
よ
り
』
第
「

号　

東
京
都
中
央
区
立
京
橋
図
書
館　

昭
和
「
「
年
三
月
「。

「
6
「　

ｂ
「
東
京
廻　

御
側
御
道
具
類
一
巻　

御
道
具
懸
附
「「
什
器
旧
原
簿
二
「
号
「に
は
目
録

類
が
合
綴
さ
れ
て
お
り
「
そ
「
内
表
紙
「
一
つ
に
「
明「

一
「
六
九
「

治
二
年
巳
「
月　

御
手
鑑　

御
巻
物

　

雑
図
類　

書
抜　

御
道
具
懸　

江
戸
表
之
御
道
具
番
立
改
懸
ケ
之
分
「
「
あ
る
。
こ
「
こ

「
か
ら
「
「
泰
一
氏
は
「
ｂ
掲
載
「
品
々
は
江
戸
「
御
側
御
道
具
で
あ
る
こ
「
を
指
摘
し
「

「
一
「
「
三
「頃
を
「
限
「
し
て
「
「
品
「
製
「
年
代
は
お
お
よ
そ
「
九
世
紀
前
半
「
す

る
「
が
妥
当
「
し
た
上
で
「
庭
園
「
し
て
「
開
発
が
進
め
ら
れ
た
「
考
え
ら
れ
る
「
九

世
紀
第
二
四
半
期
に
想
定
す
る
こ
「
も
一
つ
「
可
能
性
「
し
て
提
示
し
た
。

こ
う
し
て
描
か
れ
た
「
品
が
実
際
ど
「
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
か
「
現
段
階
で
は
未
詳

で
あ
る
。
し
か
し
文
「
に
よ
る
注
記
が
な
い
こ
「
を
考
え
れ
ば
「
当
主
が
手
に
し
「
近

し
い
人
物
ら
に
披
見
さ
せ
て
い
た
こ
「
も
想
定
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
今
後
「
精

査
が
必
要
な
「
「
課
題
を
多
く
残
し
た
が
「
ま
ず
は
「
品
「
紹
介
お
よ
び
築
地
蔵
屋
敷

に
関
す
る
史
料
提
示
「
い
う
「
稿
「
目
的
を
果
た
せ
た
「
考
え
る
。
拙
稿
が
多
方
面
「

研
究
に
資
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

一
〇
七

江
戸
か
ら
尾
張
へ
運
ば
れ
番
立
を
改
め
る
前
「
蔵
帳
「
し
て
ｃ
「
慶「

一
「
六
六
「

応
二
年
寅
七
月
江
戸
表

ゟ
御
取
寄
相
成
候
御
品　

御
手
鑑　

御
巻
物　

御
絵
類　

目
録
「「
什
器
古
帳
四
「
三
号
「
御

什
器
ニ
関
ス
ル
参
考
書
類
「
所
収
「を
挙
げ
「
ｂ
掲
載
「
品
々
は
慶
応
二
年
に
尾
張
へ
移
さ

れ
た
「
し
た
。「
「
「
泰
一
「
研
究
ノ
ー
ト　

尾
張
徳
川
家
「
幕
末
期
に
お
け
る
什
宝「
収
蔵

品
「「
種
類
「
数
量
に
つ
い
て「
一
「─
絵
画
・
書
跡
編
─
「『
金
鯱
叢
書
』
第
三
「
一
輯　

徳

川
黎
明
会　

平
成
「
六
年
「
二
月
「
同
「
研
究
ノ
ー
ト　

尾
張
徳
川
家
「
幕
末
期
に
お
け
る

什
宝「
収
蔵
品
「「
種
類
「
数
量
に
つ
い
て「
二
「─
陶
磁
器
・
硝
子
器
編
─
「『
金
鯱
叢
書
』

第
三
「
三
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
「
「
年
「
月
「。

　

「
「
氏
「
指
摘
通
り
「
ｂ
掲
載
「
品
が
か
つ
て
江
戸
表
「
御
側
御
道
具
で
あ
っ
た
こ
「
は

間
違
い
な
い
。
加
え
て
ｂ
で
は
「
持
番
号
ご
「
に
名
古
屋
城
二
之
丸
「
艮
御
櫓
・
不
火
入
御

土
蔵
・
東
鉄
御
門
続
き
「
多
聞
櫓
「
い
っ
た
収
納
場
所
を
注
記
し
て
い
る
こ
「
か
ら
「
ｂ
が

編
纂
さ
れ
た
明
治
二
年
「
時
点
に
お
い
て
「
掲
載
さ
れ
た
品
が
名
古
屋
城
内
で
保
管
さ
れ
て

い
た
こ
「
は
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
ｃ
記
載
「
品
々
は
「
ｂ
「
手
鑑
・
巻
物
・
絵
図
類
「
目

録
「
う
ち
「
手
鑑
を
中
心
「
す
る
品
「
お
よ
そ
四
分
「
一
程
度
で
あ
り
「
大
部
分
は
別
「
機

会
に
江
戸「
東
京
「か
ら
名
古
屋
に
も
た
ら
さ
れ
た
「
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ａ
「
明
治
元
年
東
京
廻
書
抜
「
は
「
持
ご
「
に
手
鑑
・
絵
巻
物
・
歌
書
な
ど
に
分
類
さ
れ

て
お
り
「
一
つ
書
き
で
「
品
名
が
列
記
さ
れ
た
上
部
に
は
「
朱
・
墨
で
番
号
が
記
さ
れ
た
「

品
が
多
く
「
数
点
を
除
き
「
先
に
述
べ
た
ｂ
「
「
持
番
号
お
よ
び
「
持
ご
「
に
振
ら
れ
た
「

品
番
号
に
符
合
す
る
。
ａ
記
載
「
品
々
は
「
ｂ
「
手
鑑
・
巻
物
・
絵
図
類
「
目
録
に
掲
載
さ

れ
た
品
「
う
ち
「
約
三
分
「
一
程
度
を
占
め
る
。
ま
た
ｃ
「
「
品
「
は
数
点
を
除
き
合
致
し

な
い
。
「
上
「
こ
「
か
ら
「
ａ
も
ま
た
「
番
立
を
改
め
る
前
「
蔵
帳
「
一
冊
で
あ
る
「
理
解

さ
れ
る
。

「
7
「　

佐
藤
豊
三
「
享
保
時
代
に
お
け
る
尾
張
徳
川
家
「
蔵
帳
整
理
に
つ
い
て
「「『
金
鯱
叢
書
』

第
二
「
「
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
「
年
「
月
「「
前
掲
註「
6
「「
「
氏
論
文
「
香
「
里
絵

「
尾
張
徳
川
家
に
お
け
る
世
襲
財
産
附
属
物
「「『
金
鯱
叢
書
』
第
四
「
「
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
三
「
年
三
月
「な
ど
に
詳
し
い
。

「
8
「　

築
地
図
巻
は
ｂ
「
東
京
廻　

御
側
御
道
具
類
一
巻　

御
道
具
懸
附
「
に
お
い
て
「「
西
不

火
入　

「
番
「
「
持
「
末
尾
「
四
「
七
「
し
て
「
左
「
「
お
り
に
記
載
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

四
「
七

　
　
　

東
人
「
ス
ミ　

一　

築
地
名
苑
真
景
艸
木
虫
魚
写
生
御
巻
物　

一
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
六
年
一
月
東
京
廻
り

「
9
「　

築
地
蔵
屋
敷
に
つ
い
て
は
「
主
に
「
「
を
参
照
し
て
記
述
し
た
。

・
安
藤
菊
二
「
築
地
地
区
「
蔵
屋
敷　

尾
州
「
芸
州
「
蔵
屋
敷
「「
前
掲
註「
5
「参
照
「。

・
金
行
信
輔
「
木
挽
町
築
地
「
形
成
─
絵
図
「
文
献
資
料
を
読
む
─
「「『
江
戸
遺
跡
研
究
』

第
三
号　

江
戸
遺
跡
研
究
会　

平
成
二
「
「
年
三
月
「。

・「
江
戸
御
屋
敷
便
覧
「　

「
「
世
紀
中
期
「
降
成
立
「
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
。

・「
寛
政
「
三
酉
年
春
出
来　

御
屋
敷
吟
味
「　

徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
。

・「
大
正
「
年
七
月　

江
戸
御
屋
敷
邸
宅
調
査
書
「　

徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
。

・「
尾
藩
世
記
「「
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
編
『
名
古
屋
叢
書　

三
編　

第
二
巻　

尾
藩
世
記　

上
』　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会　

昭
和
六
「
二
年
三
月
「。

・「
御
系
譜
「「
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
編
『
名
古
屋
叢
書　

三
編　

第
一
巻　

尾
張
徳
川
家
系

譜
』　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会　

昭
和
六
「
三
年
三
月
「。

　
　
　

安
藤
氏
論
文
に
は
「「
尾
張
藩
邸
記
「
を
は
じ
め
「
す
る
『
東
京
市
史
稿
』
収
録
資
料
に

基
づ
く
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
江
戸
御
屋
敷
便
覧
「
は
「
尾
張
藩
邸
記
「
「
概
ね
内

容
が
一
致
す
る
も
「
「
一
部
異
な
る
箇
所
が
あ
り
「
そ
「
場
合
に
は
「
江
戸
御
屋
敷
便
覧
「

「
記
事
に
従
っ
た
。

「
10
「　

前
掲
註「
9
「「
江
戸
御
屋
敷
便
覧
「
参
照
。

「
11
「　

役
職
名
に
つ
い
て
は「
藩
士
名
寄
「・「
士
林
泝
洄
「「
い
ず
れ
も
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「・

「
藩
士
名
寄
「「
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
「に
記
録
さ
れ
る
。

「
12
「　

改
称
に
つ
い
て
は
前
掲
註「
9
「「
尾
藩
世
記
「
に
「
稿
「
文
「
ま
ま
記
載
が
あ
る
。
た
だ

し
「
木
挽
町
「
「
名
は
そ
「
後
も
散
見
さ
れ
る
た
め
「
通
称
「
し
て
引
き
続
き
使
わ
れ
た
「

考
え
る
「
が
妥
当
で
あ
る
。

「
13
「　

明
治
二
年「
一
「
六
九
「築
地
蔵
屋
敷
「
上
地
に
際
す
る
願
書
「
名
古
屋
藩
願
「「
東
京
市
役

所
編
『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
四
「
九〈
東
京
都　

昭
和
三
「
「
年
三
月
〉「な
ど
に
よ
る
。

「
14
「　

東
京
市
役
所
編
『
東
京
市
史
稿
』
救
済
篇
三「
臨
川
書
店　

昭
和
「
「
年
「
月
「「
東
京
都

編
『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
「
「
一「
東
京
都　

平
成
二
「
二
年
三
月
「な
ど
に
よ
る
。
「
手



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

一
〇
「

に
よ
る
米
穀
売
払
は
文
政
「
二
年
「
願
書
に
よ
り
蛎
殻
町
屋
敷
に
移
っ
た
が
「
天
保
「
三
年

に
は
空
米
取
引
を
理
由
に
禁
止
さ
れ
た
。

「
15
「　
「
江
戸
御
小
納
戸
日
記
「
は
膨
大
な
資
料
群
で
あ
り
通
覧
は
で
き
て
い
な
い
。
今
回
「

「
九
世
紀
「
一
部
を
試
験
的
に
調
査
し
た
「
こ
ろ
「
例
え
ば
天
保
七
年
七
月
「
「
日
条
に
は

当
日
「
漁
猟
「
次
第
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
「
「
漁
っ
た
魚
は
椹
製
で

白
木
「
「
生
桶
「
に
入
れ
「
「
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
・
世
子
家
慶
・
御
台
所
・
御
簾
中
へ
内
々

に
献
上
さ
れ
た
ほ
か
「
当
時
「
尾
張
家
当
主
・
「
一
代
斉
温
「
生
母
お
る
り
「
方
「
同
家
「

代
斉
朝
「
生
母
乗
蓮
院
に
も
「
さ
れ
「
斉
温
「
召
上
り
用
に
も
さ
れ
た
。
付
家
老
成
瀬
正
住

や
「
当
日
「
名
代
「
築
地
御
屋
敷
奉
行
な
ど
「
家
臣
ら
に
は
「
労
を
ね
ぎ
ら
う
吸
物
・
酒
・

肴
な
ど
が
「
さ
れ
た
「
「
あ
る
。

「
16
「　

徳
川
林
政
史
研
究
所
・
藤
田
英
昭
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

「
17
「　

江
戸
湾
内
海
「
海
防
政
策
「
変
遷
に
つ
い
て
は
「
原
剛
『
幕
末
海
防
史
「
研
究
─
全
国
的

に
み
た
日
「
「
海
防
態
勢
─
』「
名
著
出
版　

昭
和
六
「
三
年
七
月
「に
詳
し
い
。

「
18
「　

蔵
「
う
ち
一
棟
は
「
か
き
入
明
俵
御
蔵
「「
明
俵
「
は
空
き
俵
を
指
す
よ
う
で
あ
る
「で
あ

る
「
い
う
。

「
19
「　

東
京
都
編
『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
四
「
四「
東
京
都　

昭
和
三
「
二
年
三
月
「。

「
20
「　

舜
林
丸
も
御
座
船
で
「
天
和
元
年「
一
六
「
一
「「
二
挺
立
「
御
座
船
「
し
て
取
り
立
て
ら

れ
「
享
保
年
中
に
江
戸
へ
廻
さ
れ
た
後
「
大
破
し
解
体
さ
れ
て
船
具
が
尾
張
へ
送
ら
れ
た
。

こ
「
代
わ
り
に
尾
張
か
ら
「
挺
立
「
浅
瀬
御
座
船
・
牡
丹
丸
が
も
た
ら
さ
れ
舜
林
丸
「
改
号

さ
れ
た
「
あ
る
。
舜
林
丸
「
記
録
に
解
体
「
年
号
は
記
さ
れ
な
い
が
「
浅
瀬
御
召
船
・
常
盤

丸
「
記
録
に
宝
暦
「
一
年「
一
七
六
一
「に
舜
林
丸
「
船
具
を
用
い
て
「
建
さ
れ
た
「
あ
る
。

な
お
「
鯨
船
は
捕
鯨
用
「
俊
敏
な
小
型
船
を
も
「
に
造
ら
れ
た
小
型
軍
船
「
「
馬
船
は
大
型

船
か
ら
陸
ま
で
「
積
荷
輸
送
や
曳
船
な
ど
に
用
い
る
小
型
船
で
あ
る
。

「
21
「　

前
掲
註「
15
「に
記
載
し
た
「
江
戸
御
小
納
戸
日
記
「
「
調
査
に
お
い
て
は
「
こ
「
舟
溜
を

「
御
泉
水
「
「
表
記
し
て
い
る
箇
所
も
見
受
け
ら
れ
た
。

「
22
「　

小
寺
武
久
『
尾
張
藩
江
戸
「
屋
敷
「
謎
』 

中
央
公
論
社　

平
成
元
年
「
二
月
。

「
23
「　

前
掲
註「
17
「原
剛
『
幕
末
海
防
史
「
研
究
─
全
国
的
に
み
た
日
「
「
海
防
態
勢
─
』
参

照
。

　

浜
御
殿
に
つ
い
て
は
「
進
士
「
「
「
・
服
部
勉
・
大
多
和
美
佳
「
浜
離
宮
庭
園
「
生
活

史
的
研
究
「「『
東
京
農
業
大
学
農
学
集
報
』
第
三
「
「
巻
第
一
号　

東
京
農
業
大
学　

平
成

二
年
「
月
「「
服
部
勉
・
進
士
「
「
「
「
江
戸
期
浜
離
宮
庭
園
に
お
け
る
回
遊
利
用
「
図
上

復
原
に
つ
い
て
「
研
究
「「『
造
園
雑
誌
』
「
「
四
巻
「
号　

日
「
造
園
学
会　

平
成
三
年
三

月
「「
白
幡
洋
三
郎
『
大
名
庭
園
』「
講
談
社　

平
成
九
年
四
月
「「
水
谷
三
公
『
将
軍
「
庭
─

浜
離
宮
「
幕
末
政
治
「
風
景
』「
中
央
公
論
新
社　

平
成
「
四
年
「
月
「な
ど
を
参
照
し
た
。

「
24
「　

武
部
健
一
「
江
戸
期
橋
梁
「
形
式
「
地
理
的
分
布
「
特
に
刎
橋
に
つ
い
て
「「『
土
木
史
研

究
講
演
集
』
第
三
「
回　

土
木
学
会
土
木
史
研
究
委
員
会　

平
成
二
「
二
年
六
月
「に
詳
し

い
。

「
25
「　

「
九
世
紀
初
頭
頃
「
成
立
「
み
ら
れ
る
「
浜
御
殿
地
向
御
庭
向
共
惣
絵
図
「「
東
北
大
学
附

属
図
書
館
蔵
「で
は
「
漁
撈
御
留
杭
「
「
呼
称
さ
れ
て
い
る
。
浜
御
殿
に
つ
い
て
は
前
掲
註

「
23
「を
参
照
。

「
26
「　

前
掲
註「
23
「参
照
。

「
27
「　

今
橋
理
子
『
江
戸
絵
画
「
文
学　
〈
描
写
〉
「
〈
こ
「
ば
〉
「
江
戸
文
化
史
』　

東
京
大
学

出
版
会　

平
成
「
一
年
「
月
。

「
28
「　

谷
文
晁
「
実
景
図
・
庭
園
画
「
そ
「
後
「
展
開
に
つ
い
て
は
辻
惟
雄
「「
真
景
「
「
系
譜

─
中
国
「
日
「「
「
「「「『
美
術
史
論
叢
』
第
三
号　

東
京
大
学
文
学
部
美
術
史
研
究
室　

昭

和
六
「
二
年
三
月
「「
今
橋
理
子
『
江
戸
絵
画
「
文
学　
〈
描
写
〉
「
〈
こ
「
ば
〉
「
江
戸
文

化
史
』「
前
掲
註「
27
「参
照
「「
鶴
岡
明
美
『
江
戸
時
代
実
景
図
「
研
究
』「
中
央
公
論
美
術
出

版　

平
成
二
「
四
年
「
月
「「
ほ
か
「『
美
し
き
庭
園
画
「
世
界
─
江
戸
絵
画
に
み
る
現
実
「

理
想
郷
』「
静
岡
県
立
美
術
館　

平
成
二
「
九
年
「
月
「に
お
け
る
野
田
麻
美
氏
に
よ
る
各
種

論
考
・
解
説
な
ど
に
詳
し
い
。

「
29
「　
『
美
し
き
庭
園
画
「
世
界
─
江
戸
絵
画
に
み
る
現
実
「
理
想
郷
』「
前
掲
註「
28
「参
照
「に
お

け
る
野
田
麻
美
氏
論
考
・
解
説
に
よ
る
。

「
30
「　

構
成
や
構
図
に
着
目
す
る
な
ら
ば
「
「
品
「
実
景
図
は
例
え
ば
秋
田
藩
士
で
秋
田
蘭
画
家

「
一
人
で
あ
る
荻
津
勝
孝「
一
七
四
六
〜
一
「
〇
九
「に
よ
る
「
土
崎
港
之
図
「
「
通
じ
る
「

こ
ろ
が
あ
る
。「
土
崎
港
之
図
「
は
「
港
「
四
方
を
見
廻
す
よ
う
に
東
西
南
北
「
景
観
を
描

い
た
画
巻
で
「
寛
政
「
一
年「
一
七
九
九
「に
製
「
し
た
旨
「
墨
書
が
あ
る
。
直
接
的
な
影
響

関
係
「
有
無
は
「
も
か
く
「
景
観
を
現
実
に
即
し
て
記
録
す
る
「
い
う
点
に
お
い
て
「
秋
田

蘭
画
「
文
晁
一
派
「
あ
る
い
は
そ
「
影
響
を
受
け
た
画
家
ら
は
共
通
「
目
標
を
持
っ
て
お



築
地
名
苑
真
景
草
木
虫
魚
図
巻
に
つ
い
て

一
〇
九

り
「
類
型
的
な
結
果
に
至
っ
た
「
考
え
る
こ
「
も
で
き
よ
う
。
今
後
さ
ら
に
精
査
し
て
い
き

た
い
。

「
31
「　

薄
田
大
輔
「
狩
野
惟
信
筆
「
戸
「
荘
「
景
図
巻
「
に
つ
い
て
─
江
戸
狩
野
派
「
庭
園
図
表

現
─
「「『
金
鯱
叢
書
』
第
四
「
三
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
二
「
「
年
三
月
「。

「
32
「　

種
別
同
定
「
協
力
者
は
表
1
凡
例
に
記
し
た
「
お
り
で
あ
る
。

　

な
お
「
表
１
「
推
定
名
称
末
尾
に
「
か
「
「
付
さ
れ
る
場
合
「
「
文
中
で
は
省
「
し
て
記

載
し
た
。

「
33
「　

上
野
益
三
『
日
「
博
物
学
史
』　

講
談
社　

平
成
元
年
一
月
。

「
34
「　

今
橋
理
子
『
江
戸
「
花
鳥
画
─
博
物
学
を
め
ぐ
る
文
化
「
そ
「
表
象
』「
ス
カ
イ
ド
ア　

平

成
七
年
四
月
「な
ど
に
詳
し
い
。

「
35
「　

堀
部
猛
「
土
浦
藩
絵
師　

岡
部
洞
水
─
知
ら
れ
ざ
る
狩
野
派
「
画
人
─
「「『
土
浦
藩
絵
師

　

岡
部
洞
水
─
知
ら
れ
ざ
る
狩
野
派
「
画
人
─
』　

土
浦
市
立
博
物
館　

平
成
「
四
年
三

月
「。

「
36
「　

前
掲
註「
27
「今
橋
理
子
『
江
戸
絵
画
「
文
学　
〈
描
写
〉
「
〈
こ
「
ば
〉
「
江
戸
文
化
史
』

参
照
。

「
37
「　

竹
内
美
砂
子
「
尾
張
藩
御
用
絵
師
「
南
蘋
派
─
今
村
随
学
「
宋
紫
岡
「「『
名
古
屋
市
博
物

館
研
究
紀
要
』
第
「
三
巻　

名
古
屋
市
博
物
館　

平
成
二
年
三
月
「「
同
「
尾
張
藩
御
用
絵

師
「
庭
園
画
「「『
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
「
四
巻　

名
古
屋
市
博
物
館　

平
成
三

年
三
月
「「
「
「
祐
子
「『
張
州
雑
志
』
を
調
べ
る
「「『
尾
張
資
料
「
お
も
し
ろ
さ　

原
典
を

調
べ
る
』　

名
古
屋
市
博
物
館　

平
成
「
六
年
「
一
月
「「
吉
川
美
穂
「
尾
張
徳
川
家
「
近
世

絵
画
「「『
徳
川
美
術
館
名
品
集
四　

桃
「
・
江
戸
絵
画
「
美
』　

徳
川
美
術
館　

平
成
二
「

年
「
一
月
「「
吉
川
美
穂
「
殿
様
は
愛
す
べ
き
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
「「『
写
真
家
大
名
・
徳
川

慶
勝
「
幕
末
維
新　

尾
張
藩
主
「
知
ら
れ
ざ
る
決
断
』　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
中
部　

平
成

二
「
二
年
「
月
「な
ど
に
詳
し
い
。

　

な
お
「
尾
張
は
江
戸
・
京
都
・
「
崎
に
次
い
で
「
草
・
博
物
学
が
盛
ん
で
あ
り
「
「
九
世

紀
に
は
水
谷
豊
文
や
伊
藤
圭
介
を
中
心
「
す
る
「
草
・
博
物
学
者
に
よ
り
「
嘗
百
社
「
が
結

社
さ
れ
研
究
活
動
が
な
さ
れ
て
い
た
。
今
後
「
嘗
百
社
「
尾
張
家
「
「
関
連
を
さ
ら
に
考
慮

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

「
38
「　

竹
内
美
砂
子
「
尾
張
藩
御
用
絵
師
「
南
蘋
派
─
今
村
随
学
「
宋
紫
岡
「「
同
「
尾
張
藩
御

用
絵
師
「
庭
園
画
「「
い
ず
れ
も
前
掲
註「
37
「参
照
「。

「
39
「　

竹
内
美
砂
子
氏
は
「「
楽
々
園
四
季
真
景
図
巻
「
が
か
つ
て
近
衛
家
よ
り
売
り
立
て
ら

れ
た
経
緯
か
ら
「
尾
張
家
「
一
代
斉
温
に
近
衛
家
か
ら
福
君
が
輿
入
れ
し
た
天
保
七
年

「
一
「
三
六
「前
後
を
製
「
年
代
に
想
定
さ
れ
た「「
尾
張
藩
御
用
絵
師
「
庭
園
画
「〈
前
掲
註

「
37
「参
照
〉「。
し
か
し
ｃ
「
慶「

一
「
六
六
「

応
二
年
寅
七
月
江
戸
表
ゟ
御
取
寄
相
成
候
御
品　

御
手
鑑　

御
巻
物　

御
絵
類　

目
録
「
当
図
巻
「
項
に
は
「
慶
応
三
年
に
近
衛
家
に
よ
る
借
用
「
た
め

京
都
に
差
し
立
て
た
旨
「
朱
書
き
が
あ
り
「
製
「
年
代
は
必
ず
し
も
近
衛
家
「
関
わ
り
な
い

「
判
明
す
る
た
め
「
「
「
「
が
必
要
で
あ
る
。

【
付
記
】　

「
稿
執
筆
に
あ
た
り
「
名
古
屋
港
水
族
館
・
渡
辺
格
郎
氏
「
名
古
屋
城
総
合
事
務
所
・

今
井
田
春
美
氏
「
金
城
学
院
大
学
名
誉
教
授
・
小
野
知
洋
氏
「
元
金
城
学
院
大
学
講
師
・
森
勇

一
氏
「
栄
徳
高
校
教
諭
・
水
野
利
彦
氏
「
名
古
屋
昆
虫
同
好
会
・
間
野
隆
裕
氏
「
北
海
道
教
育

大
学
名
誉
教
授
・
生
方
秀
紀
氏
「
鳥
取
大
学
教
授
・
唐
澤
重
考
氏
「
広
島
大
学
准
教
授
・
富
川

光
氏
「
鳥
取
県
「
陰
海
岸
ジ
オ
パ
─
ク
海
「
大
地
「
自
然
館
・
太
田
悠
造
氏
を
は
じ
め
「
多
く

「
方
か
ら
写
生
図
に
関
す
る
ご
指
導
・
ご
協
力
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ま
た
「
名
古
屋
市
蓬
左
文

庫
「
・
鳥
居
和
之
氏
「
名
古
屋
城
学
芸
員
・
木
村
慎
平
氏
「
元
名
古
屋
市
博
物
館
学
芸
員
・
「

「
祐
子
氏
に
は
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
や
徳
川
林
政
史
研
究
所
が
所
蔵
す
る
関
連
資
料
に
つ
い
て

ご
教
示
賜
り
ま
し
た
。
名
古
屋
市
博
物
館
学
芸
員
・
津
田
卓
子
氏
「
同
館
学
芸
員
・
羽
柴
亜
弥

氏
「
同
館
研
究
員
・
桐
原
千
文
氏
に
は
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
崎
歴
史
文
化
博

物
館
お
よ
び
真
田
宝
物
館
に
は
写
真
提
供
・
掲
載
を
ご
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。
徳
川
美
術

館
・
徳
川
林
政
史
研
究
所
「
諸
先
学
に
も
懇
「
な
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
徳
川
美
術
館　

學
藝
員
「
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刷
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東
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史
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